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絡 言

金属の誘導坑Ｉ篆は／９／ぶ年／ｔふりど４－プむ博士｜：！Ｊつて美琥餉に

基礎グけら此、主に熔解志吋他としてエ素胎に掲／参志叩し、甕に

／９ｊ’と苧腰ノ１／－〉（£ぶ一・．汽－●－りし一乱４．壮１゛於てタラシクｊ紬

（ｐ軸環部１で所謂鶏周浹表面焼入べたｍさ収たのを契檄としてぞの怒

用耽圃沢蔵く認徴さ収はじ｀めた、戦疸は商周次熱銀狐に関する冶金

営的研九の収県と、フ・ロセベによって望及び質の飛躍的向と．£なレ

ウつある土業上の辱水と椙扱フて益．応弔分！野を広力、最丘でば単

に金謁の僻膠、戴部理にことどｊらず鋼の筒櫛奇析唄、曳片手導椎‘り

構製、単嶮昆の引と・ダ薯にま芒応明七れ５－にぎりだ．、

これに機用これら擲波紋は商用同凍から数／晩ヽに茫３広範風に及

次、その亀派ｌ連記亀網に直結さ帆息一部乏衰いて火花発娠俎、裔同

波発匙機、濾堅管発繊県、その他の周液釈聚戦悴、将の多岐｜で互つ７ご

いる．而しごこ帆らの大部分は旺銀鼠他をＭ始として発まし、その

後に於て誘溥１［１蕪仙に改並されたφのであ名．恢フて屯廼通信の能

涙級仲が同時に感導加貳の発進乏載付け、或は死聘しともの亡あっ
、・●い

て・例んぼ振も凰娼竹でヽ函る旅吼聞降式火花発辰轟１４雄談利Ξ郎博

士寿の考聚による欧良によフて所謂鳥脩式瞬滅火花発椴番として戦

后の曰木、に於ける高周液篤入奇野に偉大ｊ：る足跡急残し、又胞絢式

高周吹死亀機は佩貳逝．循の初期に於ける復制を釆してその方面に於ヽ

ては瓊在全＜煕価．された存在となった必、濾々の吠咸び抱さ此、縮

にノｙ・］－ｇブ”４゛べ．より／ら仁衣－゛ふ７Ｘ－Ｏ－＜＾レｔンノー・一乙－えしこ・

丿ノｔ、ノｔブーじごλとして界磁の時戻炊ボ感しく、減少さ４ｔた砥系、制

御騎匪が喪修｀と屡り今且漣導加太の広、彰嵐１ま分野に侠呵こりしている．

天に真胞官発蔵轟にフいては訳差争衆の敢大仏に伴・／ｌ、卯戻せう大

型官ぶ製作だ帆、こ帆らぶ誘導拠懇分野に鳶吊さ・１１とが最豆に至ワ

ては特に工泉市興茫官が湘発さ帆り・つある気隻・であろ．而むて斯の

勿忿蔵私慨な亀派択備乏回的により‘逢老に変蔵版蔵する溥によ’）、

水は軟やタ２直登程良の耶噂の銃Ｘ、統艶∂ヽら大は／む６、にｙ）熔解Ｉ

（／）



炒にｉ１るｊで、ヌ亀原塔鰍前にｊ４畝／ｚク∂Ｗより玖／ｇ７タ、クχ１４／の

装置京阪憾さ帆る・こ色夕乙‘

誘導加娯の帚裁として・ぱ大魅力の集甲次可象を學レ局郎加戴の出

禾多事ヽ及か瑕匿葱は雰頗気制御の忽剔生等ボ雁（らμｉ゛ヽ抑し

を利用面ヵヽら見れば｀蜷解ヅ全他均一釦戴、表佃を蔵に政則さ混・に

れら・ｚついそ共通の阿置は瀕流の夥透深蹊、収入亀力居蔵、及び

インピーアヽ｀ンベ塘か基太乙ヽあク乙、ルダ戸トＪ）必。－ぶどｊ

Ｇ－．／－／．ぶしー。一丿戸。／ｙ汐、ぷ。．Ｊ鞘膜。岩本丿谷濤；北肘

の諸氏寄その化多くの人々の雅世或は研兆報告水なき此ている次ヽ

■か声７’Ｉ。’●
加戴機構は嵯気豹と無始関順ぶ陰梁に彩饗寸ろ罵非常に仮粧亡あり、

未だ充令な５阿析がぷと収ていない。代って誇導佃戴鳶哨の宍旅に

゛いて吋経験に榎ク匹心点ダ多い。

商同蔵統ぺは釧を謁遜鎧寒して蝉》、１る一歌妁には表前既ｘ汰の

一隷類づ｀あって、鋼部局の吐尋求爾那£表】蜃加戴して涛即す弓誘導

加然応珀の一分野ごヽＪ５．首朗斌恍Ｘの回鮑は瞳単に必尋眠粛ゑ必

鼎膀だけ硬仏させ３叩だけの場合ケもあるしヘベ
、は蛯Ｘ’２よ゜てまず

ｊ内部怠力気利明す５単ぶ回他の場合、更にはその困巷左必’尋止ず

る婚合尋檻々乙あるぶヽ、仰娯及び埼即時の披棚路祚肖の藻喪分布次

び｀その時呵的途移ぽ翼〉ヽ、猿の聚穀

等刀同順乏肝決すう扇の癩尋な寺週りと晋５油のざゐる。間欝にこ

の蝿Ｘ法は｀抱の姚Ｘ汰に応して鮑蕪時嘲か極函で既い丿次盛惨７ヽか

ワーこ、斌蝿ｘ材の仙無俯に於け凶相殺拓に阿する塩散、紐盾報の成

長等良入佳織の冶金琴妁賂明Ｊ爾に古湿良分布の蔵討はｘく、辱の坦’

末なりへ閃頑才ある。‘

値加鎬体、の遜蔵分布乏眠め必には、七の誤派である湖北による発

叱迫力訟庚の分布状況乏だる必券か雨必、而してこの悒育ぎ炭分布ケ

り基畿となる渦肥及ぴ磁或の分布或、ぱ昿弧式錨としごのハンローダ

シス等七よパゼは・多い

に於乙ゼの亀か

りー点を遡蕪せる解析に鴎しては必ずし屯充分とは云之ｔｔハ。

Ｃｊ？）‥
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参
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みヽ

鴎同流梵〉ヽ、｜ご伏剛芝１１１＝５釦銘づイル（鰐専辱）は砥叉Ｊの集中£者

尨す３扇と圀時に、惚気づイ・レ倉身ぶ池ぺ冷俵ａ）緊内乏勤めろ易合

衣多く、爽に取扱上の鳶壽ボ者慮さ帆七一覗じは／～軟回息のコイ

ルであって、倣路づノトレふら見た負酋は、

バ）インピーダンスぶ｀非幣にノ４心く

ぶ）を販の踊に低力寿ぞあフて

ぶ）加無琥行之共にインビｌ’一タッスぱぺｒ忖に・或化ずる。

ノクに対しては燧洗浚成惑乏槙暦ずる叩・てよって屈、ｆンヒ’－テンス

蔵荷として疵派に棒紅さ・１ｔるぷ、侠明咸浙釈ボ痛いと亥双番びフ漏洲：

磁床の影響ぶ大きく（ｒるので宛沈双双盾を含公員荷ばぶ）に池庫を

加えて孤力率となる。囃阿波免λに亙用、茫此る周式軟は／～、ぐふ夕゛

の冤畷ごあって、ゼの狸／～ムフ々りごクいては商可決発亀機（ノブー

Ｇバそ此以上は胤胞具包互発蔵雁参流暇さ欧るび、台辞武真をを

発蔵惑スは火花式発択暴のでうに発慨部将双子として必芦妁にめろ

Ｑ値が必享と乞れろ帚合にば疵鳶浹政春自侍、か孤楓凶茫察手の一郎

として蜘込一忿帆、その低勾率性を屏蛸に利用囮凩ろ。一方高圈凍怖

亀機或ｊは負声恒男芒や鮑邱式唸々楢巾型の場きにニは斑眉コシ尹ンサ

にＪつご々キ欧巻ぶ行・て卵ｔるので侭力今泉子は欽価さ箆及び池卒に

彩袋す３よ斯様に誘導砲然ＩＺ於け３被帽煮休内Ｉ紗胞プ：ｒ懇炭分布及び

そ幻大ささは、その弧及分相に々虹き収Ｓ等磁単によロＴ乙友怒さ帆

ろ歯、即５訂Ｊ疸血行に伴う爽仏ｚ、加熱良行に絆うインピーダｙス、

戎迄ダ加太ユ・ｆＪレより駐賎側に及ぼす彩饗に・＝フいーこ、を体約に磯討

認似なけ帆ぼならない。

－さ透尊匍芦に於ける滋良力ヽ市に閃しては、泉郡大ぎ琳慌刹ざ郎

玖岩木ぼ三氏の計算、（悒幄評滴、昭Ｊ？ク、／。２阿）、衷京工報大

単中野義次氏の蒸伝算計算式（胞学誌クタ、クど£妬ＪＪ）或はヌ、

＝ｎ一デソ感∠．Ａ．Ｚとｙｊ、／一氏の計昇等ににり浪々酎析こり１‘ご

いろべ、鋏翻無休、内の燧力密良分布、即ち弟源の発注威に閥し：こ帆

次無限上の庭用に一フいご不明度亡命ａ。

気研旭に於ては、汁／阜に於て我卸路床の加檻誰行に対応寸、３包

ｃ３；



県コた、レよりみたインピーダンベ聊を刺禾し、将｜ご胞だの耳価珍蔵

を明磋にしご雛低導問嗣に刺すろ畝源の発生威に対ずる笥力な基現

付叶を行つ心次ぐ健二２単に於Ｚ’ｌｊ、斯詞城鉱入の場合非乖に慨明

き帆苔単ぶ多く、一種の整合装眉ご乞こわ見ラ此る建武蔵欽丞ばっいご

解析レ才丿阜に於ては、員荷、ぞンピ一ダヽンズ、の哀化ぶ商闇米出力

に尺きく影雁寸る台功式蔵肪管発椴逗の動作を分断／、オ／、背コ

章の結果２垢伏って、加戴進行に伴う扶樋娘体内の胞力密屁左嶮討

万る扱撮を与考と。▽

以上背／車内至。オＪ章にょっ・乙予め算既乏此る匙力恵庭の大きさ

及び｀その感生気に従フてかμ章では路伝尊を垠い、赫に加鏃豊行に

伴う悒力賂芦の大ささ蔵が発生或の裁仏に対島寸る絡訳＝跡ぺの取択

を鴫ぷヽにし、ヌ厚２か無眠大なる平蔵差一揖１エり加煕辿る場心につ

き解折を行在（同波貳の焉裂乏峡討いた。蔵后に背、夕単に於て涛

却に僥ける爵伝屏式を彿き禰鴎蔵蛯ぺの爽施倒を謂げて粧ぶヽとし／≒

乞此らの研た蛤果か高團攻拡への嘸帚に：利哨さ収、薦μその冶金

ぎ笛研瓢に益ずる所ぶあ帆ば孚いざある。

闇ごの研怒は旅隻慨蔵綴の御粧終により行ったもめ己あ、５単乏記

し同釈梗に夙差なら庖甜の遡鳶表寸る。

く）／ｊ）

べ

１●４－

－
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第１章誘導加熱に於ける基礎式

高周次洗Ｘの対称ｊ４ｊｔ鹸的に嵐衆根が｀多＜、特残鋼の舜合こむ剪旅

な＝むのを吹いてば、こ哨．らとも磁妁嫉筑とし乙瓦３時、炭霞鋼の庖

遮的皮状と大差はない．嵐家訓はア死・‘’、・ｙｇ、？に於て磁気爽態を

生ひ、溝磁率はぞ此以上（７）匯漑ご１となり、ヌタおり頒后に：於て結

垢と．の椙浹態ボある．コ此らは何、ｊｔφ吸路戎態ごあり、叉にこふう

の賤態成附笠の滅爽以上ぜぼ低度のμ良係我び坦当ホになっていろ

という菊長次ある．

一方誘導匍鳶による発餓慌の農政次｀如報夙禰から内郊に朗づて畝

べな執ｊ４数的に分布寸・３居台、そ収によっご生学｀３映似農林ｌ付のゑ

良勾祀は作明色カ、袱匈蔵材の蒸妁諺蔵数及ｒ時叫に弐眼（帆１５が

参、吟層附丘芒は躯岐路派の勾狐ぶり巫さい．

恢って滋に戻の七き．政界£の収史を畝ける、丿

／磁気蔵皿ゑ温庚に皇する丘は比垠衣は良仏するも尊徊率は一
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又槙ｍｍ本外表面に於けろ電力密次以は
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必－オ川・／昂べ醤日伴っ齢

△一二ｊ
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７〕・ヰ計算例＼／ｊし

被有落体に苛周武械尽沁即相さ把ゐと、本、章の仮支に池いて扱帽

紙体は九づ単一媒質と死なさ促、比抵跳だは温皮上昇七筏に増刻す

る．而して刻振水盆行しノて穀面付近の湿度水磁気皮態互に監すると
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によりこ層嫉恢と友るものヒした．狐ってこりこ計庸例として、こ

侃ら加低血行に伴ラ楓犯熟体の電磁媒質附足取沃化及び珊忿Ｌ良化に

対応して発熱涙である電、力城涙の分眉状況、裁びこ礼水商更浪ｔ凍

に趣徳される錫合の考えとしてその牝気４ンピーデンズ、考を氷す．

二層慄筒作双以危に於ける粕落良行の程炭は表面層の厚さ‰で尽

きｉｉ．ｉｎ量、奏薦周沢焼入の況入眼疾を決足する寵要な可笏と覆る

込のでめる犬し被劃芦体を危磁媒籤として児る阿は被犯馬恪、奏゛鬼玩

的に会体裁裁咀層媒、織に刑吏した時の陽沈の茅価参史深疾ゐ・こて石

色旅したろ厩を以了棚蒸進行の農合を示、すと一杖性を増す．
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終一良値八との比を�とし、二、層媒、践に対了名算式を次の如く準一

嫌、践に減吸すａ、丿

�一子とすれば

云脂一手記一子

飲卜一芦

を座卜尚

－

Ｃ／．２３）

表面層形式以前に対してり．２３）式を趾司す乾ば（／・／ｊ）～（／・２／）
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心

ノ．タ詰び

在末誘導加慾≒肉寸る姓対的計算オは濯くの人々によフて游

かれて居るが、そのダくは誘専加対一欣に盛する算丈に止り、

猫脚侭脆入の為の併有ごあっても、や・もす牡は湘黙コｊ）レ麦

電源に瀕欧すら上に必要女頂項汐ぷｌこ止九加黙訟於寸る熱報

ｋしての介稗にズけてい粧．木畜に営ては贋ぱ力口黙に対寸る煎

源之して立場から所所し、袱加斟．体内に於ける電力密度砂発軋

屑知電力好良、単複表面眉当り四電力屑に削づる傾単心組算丈

玄茸ざ、ソ‥かポうにつさ広苑團酋幇算荊玄禾し紐．

一方岫歎コ片ふ汐９荷、力岸はほく、且．加勲の追行と哭にイ

しピー－ダンスも妓生するので≒ご割玄嶺問妖電源に漱娩寸る上．

に向白が．多しに菊に偏在管発お届のやうな場合にμそφ茫堰μ

内縁しインピーダンベ汐亥椎によって発振電．圧も安氾し／瑳

って加茫茫力はそ．の面力ヽらも影塀される・クで｀旬煎コノｒル・ク負前

丿ンビー－ダンズぞ）安疋吋る潮瀬につき、木雍当初収荷定に盆さ

舒算図示卜よりそ勿大飼玄明力｀にし尨．

本章眼計算ヒ吻寸ろ板定にフいては・、磁気安隻莫温寫以下に

於でも被旬宛体内の湿彦勾配玄為慮してご瀕媒噺七して淑つだ

ｊ方水スリ覗当てあるが、表面層が磁気脊隻莫に途しだ：以右ね於

げるものに比して．近眼電力恢度は非常に誘いので灘源としての

隨地．からは左・剪童服では嵐く．又そのべつヒ’－ダンスも藤一奴

慨ｋせる場きと大息は女に便にき加対期向玄唖よて．貨１ち表

面層が形吹き県任右の芯部ｇ於ける遜磁：東も単一収収時ｋ同一

聯磁卑の値之．して計算乞直めて廊る氷、一計算冽にも散見さ水る

ぐうに卜の影智はそ雅程大きくｕなしし拡フてこ牡らの板定も

充分と瞎云えないとしても、従床の討算丈で・な、さ我慢板定より

は充分合理伯であり、且、幇算式も単兇さ雅乙刑具が生しり

（がＪ



斗ニレ章電途高城｀番

高呵安息入の質気ｇ応ヒロ濤くの賜心覧流変戌唇が梗用之ボるご

そつ回向と．づろ粧ばしト

７．ブｎ良コイルを高周波前源に直緒する場合μ瞳、加鵡コイルは

電既亥政＼格の一犬ご次煥線比に湖当づるタ重越とせ和ぐならな

いに而して加熟口群う滅却熱林、ぢ）㈲額による向前の実資的略小

と、加うるに被力口蒸藤周包り霖剛戦・ク温宸上昇による戟所為化

とに・よっで相麹コイルと波加勲ヽ体向ｔ二＝火親政電色生じ易く哉る．

かくて屈端なる殺虫脇句勲コイふは目一壮様による臣献的屋政

数砂少しにか、或は車屋加胤コイルに吃して被御訟体との向陳玄

犬ちく北ね辻頌らす．この紬にｔを方及び力卑砂莫から不経庸てＴ

あ５．

ぶ高岡妓鏡メは局部加尨の場合岑多（こφ莫からも向郷玄ヽ

▽大さくする浦廿不剥ぐお剣マ極端な叙塵越が奉可竃逗賜合も

ある．加熱コイルμ二句泰だ｀けご女く．加鴬終ヽ丁瀕は煌入用冷

首庭の布肉七なる砺合も多々あり、その枇取翁の塀誼合功て構

蔵上煙端刀７宙花ぞ）浙用し賠い場心が多い．

μト前記い岑力め項ぱ加妨コイルの槽造上反び攻叙上の便宜に嘲

する一豊の整か装貿として電府令縦器玄見る痛が出末各小卜仝

だ覚売亥政基の扇合に討頻ヤもうしつ汐整台ヽ的意味かあ．る．即

ダか能施夜波路は霜磁的には爛俳磁床と励磁磁束卜

こ水らは唇硝囲脊的にに£夫々測すイこ．ダクタンスぼび励磁アド゛

ミッタンベと疸る．覧流亥戌谷宮加蕉コイルに翁をした易合、

前尨は加郊コイＪレ曰空菌りフクタンペを増大したと同－一桂楷玄

有し．臓右は相対コイフル汐外部溢路ビ肉寸る雌雄用梱絡リアク

ダンスと同核力兪味玄肴つ．従って叛右に）側路リアクしダンダ紅

句熱並行に禅う加奴コｊルのｊンヒ・－グ｀ンての安化女抑則すろ

▽南に力、るので≒電源よりづ剽は敗鼓的遡定也る電力を伏おし易

く右ろ．こφ事は負荷インヒ・－グンズ之廻振用夕し夕回浴福蔵．

（がノ
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ｆ＞－

摯

・－

ｔに於てそのリアクタン．ぺ幾二ｆの一部に含ませ．るやうなヽ爛さ管

式自励死滅将に戈ヽては特によリ安え々発漑と霖力り快治ｌこ表立

フ．

愕［改変戌籾は以上りゃうな忽４玄もつものぐさ’るが｀、励産電嵐

掌負荷亀変に叱して大きくなるやうな場合・片、は加芦コｊルり

負荷イこ．ヒ・－グ｀ンスカごー販に低いので・霞変変戌惹の源舎リアク

タンスと封出出東ろやう直場合は租当な看失玄発生寸るりで、

こーでヽヽ辻岑岑玄中）ヒμ検豺ｊる．

コ．ノさ心覧売安戌葛の謂柏圓略

直明問政豺ボコク／（ｃ以上の郷合にはそり虹源として員空．を

式・自励免濫唇玄双用する粛か９く．力ヽンる場合には負荷玄合り

て佐炎安戌忍は発振用タンク回路のｊ’ングクタンズ責子φ一部

ｋしで舘用されるのて≒をの力率回強いて高じロ虻痙がなく、包

心の電逆変戌基が茂用される．‥

－４れこ＝高岡残焼λに

椅用さぷる電浚変遥丿
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即ちぶが大き。くなるｋ・Ｑは一次コｔ比りＱ．／Ｍ．＼＝＾）ｆＬづ’さ。負栃

電光が漉刻姓く女るので順失ぽ一次コバ）しのぶ卜息生う・ろ鯛白

ｋ哉る。ＸＳが准端μ小ざくなるｋＱＸＸ＝ｚ＞ｉ：コイル之短絡しと

時めそ水μ笠ブき（Ｑｚよりは小さいｊ）。健疵我・後厄必入力は

鋤荷に於けろよりも一次反び＝＝ズコｊルり損失ヒ分配をポる頑

向が大之なる。こ痢らの本より電光亥綾岳を能卑言早大ならし

めるＳは＆し乙ぷ玄与える芒淑よりも大’さい力に祁してじる事が

分る。
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コ．３磁だ入電底亥虜唇’∇

高周破退入必電波とｔて電動鸚周改発貧媛を用心る場合片は、

負荷の叙力率な膜欄的にＸ亘鉱上に不利であり、ｘ周政数水低

いと励産能吏カペｋ女るので左心電吏亥戌惹では大型拒せら牡

る、卿μ價空哲丈自励発堰器ごも特に健旋変旋惑のふ型心が迎

末ヽさ飢る潟合には．、毬素鋼新政はフェラｊＦコアー聯左産）じと

せる電変変戌尽玄用ぴて励痙電Ｌ流ｌ＝＝よる力＊）＞ｉａ下玄防止し、

同時に能卑・ク向上．買び小型心ぶ実現される．

故七入虹遊．亥岐忍は商用周政用安岐后と会く同一に取肴は札

負荷爾、症μ対して励産覧底値命題すると寿価回ゐは前節左同一

６に記号左用乙・７／＝４、コーと

に元寸如く哉る。フ

こ＝次コイルの哺吻に

。ダクタンベが負避イ

５ヒ・－ダンスにＵどして

非常に小さＵ場命は、

一次＝＝ご次の雅線匯ま迫

∠

、 々，が∠こ忿２々２

ノニこタ、２－と

がな

々２を

倆政送が染はよって負荷ｌ＝＝必雅とする電力を株給し．ヌ諮電忿

との藍合玄得る禅がだ夫るが、政之亥咳呑が梗吊される易合寸

加黙コイノレとしての負荷．インヒ・－ダｊスが祖当に小さし呻が諮涯

であってレ霞流夜城番の痛造によっ７はそり漏寅インヒ、－グヽン

ヌ以下之も哉る．かｙる場俗には

ノ’漏洩ツンヒ・－ダンベれよる電圧降下の為に．肪廼なカロ太コ

イ｝レ∂端子電圧を得るのに覧魔亥政基の入力電瓜之ぶ肋要に

上するか或玖一次二次り４巷線出血小に辻ねｔ裁らなしｌ、こり

市貧故心の断面澗の拡大、又は一次ご次の凌回旋の贈カロ左雌

窺とする結果と嵐コ八覧徽葵戌尽のｌぐＩ／ＡＪ容量ば増大し、小

型化と趾行すると同野に癩失汐増加之も庖る．

；；、雁蛸な錫合、ノＺ玄喊じ・でも類果に於で痛彼・ｊふヒ・－グしス

゛左右加するそうな場合、例見ぼ｀一次港圓収玄その言・＞とし、

必侃

噂

・ － 〃

今４

←づへ



・ぺ、

ｆ

”

＝次退面収左碧し旭ととしても入力耽圧の大部分瞎瀾歿・ｆンヒ’

一ダンス∂電圧降下卜朔費さ雅る緒擢とＬ栽リ、加教コイ）Ｈ＝

必要な電．力玄攻給ヽし男殺しｙ場合も生じヽ得る。

Ｗ、寵流蛮岐尨の一次端子より裂泣負荷力率は低下する４で、

桶噴用コンデン肘り岩量ぶ増大し、こと水ら・ｇ）祠己線１ご友｀ける慨

圧降下と湘失玄招くと同呵に翁裾費の上昇と．もなる．

以上々やうに直む入電流突飛感応だの漏洩｀インヒ・－ダンスの

影智する鼎が大ご右つて、そり老卑も前記ガら分るやうに加然

コイルの負荷力卑の高し口呈、ヌ漏残ツンヒダーグンスの小さＨＩ

高くなる．●

冶並浴の企可玄症桂肺とせず宜当に左腺．或紅梅向玄．禦ける

蔀犀より、種かごはあるが空）じ電吏変戌ｇ、の易硲と同城加然進

行に祥う鵬荷インヒ・－ダンスの安祀玄蔀膚づる冷水＾ま臓各。

コ。４リード線

加超コイルはタくり

場合帯状ヽ塀扉てーなるり

ード線によって・霞慶変

戌呑ぱ域政之水る。こ

ーのリード擲ｊングクタ

ンスは電慶庵喊番の二

↑
Ｈ

↓

ら£→

ノ匈２－ク

Γ
Ｌ
レ
ト
ト
に
ト
｀
ト

み

次コイ】し片於ける同座イこ．グクタンベと同様、カ］勲コｊ’Ｊレのぎ

硝の盾大と．同一色義と女るのでヽ、こ才ｔまで・り鮮前ｌ＝於ける頁荷

．イｊ．ヒ・－グふヌとしては加μコ・ｉ）しトリード線のインヒ、－ダン

スが附加Ｉされねぽ｀ならない．

リード線ま万々、コーツに侭Ｔす如く台形とし、覧流誉城低とり掻

き憚り巾’玄詞示の肌加戟コイ）レとめそ到咆えヌ覗さ尺び池

覆リード燦向の絶縁層の厚ぷ玄夫々Ｚ－、ヌ２とする．μ呪７ざに
゛ぴ゛

対してタユが包極小なる吋リード｀線ぞ）インヒ・－グｊ・べ２とは

（Ｊ
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Ｚｊ－さ１がＬ－／ｏ～？二ぶ

り二ノｙ一疋，

々＝遜の珀ノ
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多｛２ｇｃ十ｙぐｙ．・＋２ぶｊ｝｝ぐコ．／２）

一

一 芭どうと’″‾７で２ふーリ‘り子＋２‰）｝（石友ｙ

コ．ぷ高周綻発説堰玄症源とせる場合

っ阿こー（ヲ鴬嶺司妓箆入綬置に於ては高瞑寂廼駝瀕の出力電圧は

首夏、自動電圧．個冬さボ．一定電圧に双特さ刑で電慶安統尽力

一次に印加される．

燧亮衣紋后は瑳）ヒ入どじ、その励述電恋ガ負荷電亮に臣して

獄裡だ末るものとし、＝次廼叙は一次捲線玄全く敵ひタ、なる

〉胞陳玄以ぶそめ外側白あるとし、昴残／ｙヒ・－ダンス吐＝次捲

線に功み存在すると：すポｔ

１………：ｔｚノえ公≒∂冗３響辻⊥■／ｏ－’．：：２（ｙ、＋２ｓｉニ）くコ．ノヨ）

但し／９二二次遊姉の内半尼＝。

ら；ノ，の実助爾

フ肌：ｙ４勿塵圓収

従って電鹿廃咬なのニズ側に於ける配線りｊｙヒにグじヌが疏

濯出秀る場合高宵喫発電撞ご力端二子よリ電流安成春玄見だｑ

荷ｊンヒ・一タしスＺ７は加賀コメル汐負辨・？ンビーダンが
４７｀

（／。／３ク（／，２ぶ）式て表雄される時には

∂７ｚ３／／１／２ち＆，・μ，‾？
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（コ．／５）欲・のＧＩ＝＝於ローろ十／煩い龍虎亥戌．唇り．オ２順はリード

踪の憬概玄、夫々旬朔コイ彫のを陳タ片対叱して游網的に涙算

七るもの包派し才ノ潭の計算例に於ける症陳ｙ、ク梗リにくｌｉ

亙用す俐ｔ商同妖痘電楼め負賄おご尼はこれにより廉知出来る粛

図哉るｉ

以よに於ては電愛

女戌路の一宍胡配峰

に於す．るｊンビニダ｀

こース玄無祖しをが、

こ牡か胞当長くな６

概は勿肺胞分に方脆

卜入水ら水ね、寸なら

城しに瀕レフて高肩政

６レズ３／１ £

か

戸々ト２‾（５）

沿

疑電肢や負荷回路は７＝こφ、コーＳ踪示す如く、あ、£ユ、£３な亀

宍々電駆亥啖題の一次配線、洽刻コンデンサま線民び発・徒波母

奴のインダクダンスダ

ビ一一ダンスと同一憲味包将ち、£ユは波刺コンデンサＣ玄才Ｔ寿

すっえ．／ｊ２諮共に豆粕コｙデンサＣ∂容蜃酒加之週末ヽｊ吊り

ご、Ｃ域出扉さ甘廿覧慶友綾息に底く散置きポる痛が隻ましび．

願この他巨家際上、ｇ）重要巾項ｋして新副莫、り向職が勿．るこ．

即ち建電楼のが力前圧、気胞負衿の君力、蕪効徒力等の計釧奪

玄戸瘤、コー、９仁示す燎線胞端レ４不莫に筏虻也る場合には．ｔ礎

安戌呑汐入力変圧はＣの吻］酉に胸らずズｚに戈配されるかげぐ

恚るか、計制無水βび嘆に賀置さ裂紀場合にはＣφ値によって

相当ロ左右され、Ｃが大きぐなる｀と変迩変誠届の入力電圧は

計測典必以力電圧よりも高ズ？
Ｂ＿＿＿

くなり得る。この肩ｉ玄概略

帥に肝析すると次の如くな

る。

筒単必為に£。，ｆ２玄無『
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ＩＳ．Ｉ．５？４Ａ’＾より裂た稲荷イｙヒ・－グふＸは聯柚躯脆、尺と余

剰リノヤ？タン又に厠当するごｊより４るとす剌寸゛瓦φ、コーダは

尽φヽ２－？に禾す句く穿．る．・・計測鎚ｙ３、ｓ乍於ける滞子電圧玄Ｅ９
－●●■

電：変布戌、ｇの入、力ｔ圧ざＥとす水は犬

三。

５こ万ｊｙＦげ伴ｉ一諾完長Ｏ

ぐ：２．／＜＾）

（２．／ど）式に於て．尺玄一宛としてごｉの亥をにが

寸石Ｅの亥抱づる探様玄禾せは’゛

凧タ．：２－／ｏの如くヽ！Ξ．のペク
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ず
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く］。，Ｃ。２□計測莫Ｓｒよりぶ

藍印荷力率がＺなるＣ４φ趙で

トあって

勿Ｇｚ，ぞ２＝
／不 八円かア

之ｚノ丈３

Ｃ。．Ｃｅｏ’はＥ＝Ｅ。玄与えるご。て｀’

匹回章デ
ａＣ。。。＾ｏ’＝・ニニヘ

匹ぞＪ

Ｇ。・

’ごλｙＧ～

ノ＝‾嶮２－ノと）

吃・・・

勿論尺≧２．ズ：３で迫けれぼ｀力率は常μ暉れどなり，

刃≧乙Ｚノ£ヨ‘ｒなけｓ４（ばＥは蓉に尽より大きな砥とは友り

（４５））

－

Ｊ ●

Ｗ

－ ・ － － 皿 Ｗ －

ト

Ｅ々、之ｘ

ｘ

／＼

｀・φク

φ゜
Ｅ

：

Ｉみ、尚
、＿。。＿

Ｇ。卜
▽

一 一



”

４４．

４

。／

Ｉ，ｉｊ
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一心

得な１八

以上玄練／合するに、尺≧２．Ｕ＞＾３７Ｔあってご４、こ。２が存在寸

る場合、一仮にごｅｚ〉ごｅ。水垢塀的に破立するから、計側灸

Ｓぎに於ける力年がノ珍時に｀は、Ｅ＞Ｅ。であるンヌ刃く２４クた

ｒご４２ｚ．ごａか存在し迫い時ごも刃≧ω～ヨｒあ水は≒

Ｅ＞Ｆ。なる枝会がある李が分る。斯様に計測奨によって実Ｔ聚

に改変婁咬羞の入力電圧Ｅか安尨寸るホは、飼り誘専加黙ｌこ於

ける・インヒ・－グじヌ斎祀右考戯すると、加慾に於する電力沓勁

玄大女らしめるのて゛、計剛勇は出釆るだ吋母涙の終端に吐い亨

が望ましい６

晒タノ
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第ろ章薦包管発鼠．暴

高周浪焼入に吹用芝れる鴎演歌は戻用的に／ＫＣ～／ＭＣ、（Ｚ、可成双

広範呂に亘って忌り、従ってこれに用勤、られる高悶歿乾反も用庶及

μ圖波歌によって異る辰、Ｘ略訳の弧く分類出末るであうら．

高同・頂発電挨

火屹式発振岩

具屁管発振器

／ＫＣ～／∂ＫＣ

ｚ∂ＫＣ・～／∂∂ＫＣ

／∂ＫＣ～／・ｎｏ

この裡員託皆Ｓ－利用せる高周衣電還設萌ｋしてはその昌風負敗刀

の発生力弐小ら、営励発臓によるものｋ柁励式眩が増巾方式を。畿る

もの戻ある。前君ば鼠をヨクＫＣ以上の周友敏に対してた用芝れ、

その電刀・は主に陽極趾充電圧の調整によって行はれ、后若は大体

／∂～ｚ．ｏＨＣ

つて行はれるＪ

拓；（２）周哀歌帯に利用をれそ必気力調整は励域器に．ぷ

低周双に於え臼励よりも他励式ぶ採吊とれるのは双の如を題血に７．

よる．犬

―
！

１
１

１
１

加熟コ・ｆ、レと．被屈政体同Ｑ・雙澱ぼ滅挾的Ｒ要賃によって瓦毒

リ、一岐的には固政敏ヒ鎮・刺系であるふら、周波敏衣下るヒガ

率は向上－する．従うて瓜狐ニＩイルＱ、インダクタンス、分包茫辰河

タック回路のインダクタンス蔡．子に利用する自励発振器に於て

はタック回路のＱ畿の馬にｘ芝攻、インダタタンス芝．附加せね『

公らなし八．同時に低周演＆るぶ馬ｔこタンクユ．ンデこ．．サはｘｔヒ

なり、発振回路の幾何学的寸去ぶｘヒ叔る必みなヽらずヽその蔦の

摂気も維Ｘレ乾力銃率も下ろ・

一月Ｂ綴プッシユプ・レ回路を．灰阻せる他励式電刀盾巾方式に

於ｔは、負荷のＱ直よりごも励振周双・攻に対する高加蕨ぶ重要で

ある．従って耶妓進行に．於ける４ンピーダンÅ袈把に対して舞

個ぶ老動的に肪止芝れる自励発振器（２・具合とは差に、加路コ：４ｆ

？レ但体のＱ。直のＸなる昌ｔｘ周表敏域に於てば把励式＠誂呵は

ｌけノノ



そ・Ｚ、面ぞ向鴛瓦．現．起するぶ≒低い順哀歌域Ｑ加怒コイ、いニつ

いヽては貝荷回路のＱ俎を．抵当程蹊低べ、出末、夫振（２）犬鋭芝ボ

鈍く、なるのでヽ把励式の採用ぶ容葛ヒーる．

ｉｉｉそＣり枇、低周放の自励発振は寄・ｔ振動＆生じ｀易く、ヌ隊ぷ１

直充電圧＆ずイラト。ン制卸に。よっ７調整。するやらｔ場合に

は症庇政派ｃｓ気分な平・滑回路£要ずるぷ、他励式で底刀細整

£励臓碁でヽ行ら場合にはそＱＩか要ぶなし卜

旭励式呉空管発振審£高高寂鹿へＱ゛電源ヒ１’る場合はご乏の茸

荷目路の取扱は前章の高周戚発電較£電刄と也る場合ｋ同択であ

り、且貝荷（２）刀率調整ぽ盆垢Ｊ２．・デンサのみ匹よらす・励振周政歌

による追球ぶ比載的容易に出、来る冪の爾もあるぶ｀、高周減免電旅

に対レ乙は飢空管の非命の点、叙励式嗅並管発振器に比しご乙は出、

力管／本当りの出ガポｙｕヽ、脊の欠点、ｌ路っ７いる。

自励発ぷ器に於ｚ．は入沢荷インピーダンスの負化によって発振

電圧が套リ、此って電座友成基の入力電瓦も裴化する事になるの

で｀、本草に於７はこれ・らの葦£中にｒ二城討する。
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良或は電刀は普匯陽植直充吃£台制御で・行はれるべ・、－・フ必辞｀
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然両期に対し乙ぱ逮常陽屈託充電βは一望に猟たれる．勿諭陽

極屁充電圧£一覧ヒゼニる場合、聶包管の盛年変化或１す嘔別差に

一い、ト●’

よる卦紅の裴化に基く発銀ｔＥの変化もあり・得る（２・で、これを

一茫とｔずＬこ発識電疵£一斑ならＬ、むるやら陽放置鹿昿記Ｓ．包

動制御する方去も課られるぶ、ニ：＾ｔ！ヽは£に陽極趾充電胞－包

ヒレ芯貢荷インピーダンスの戈化に対する発振吃鳶の状況Ｓ．蔵

討し、貢々（２）加然巡行に祥ら脆刀の蕊握．＠雅知に慨吐みｋする

●●●
こむの己ヽある、．ＩＩＩ

具包管の趙収奪を≠、発振時勝極電充嶮の§拓瞰≠・

に於ける趙互コンダクタンス、影印い！．し、絡歓直充ｔＥ．グリ

｀７ら゛イアスを夭タ㈲丿≡Ｊ？、とする．勝報貢片ヽ即５発域タン
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し
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し之β哀求ある頂力ご出釆る．而し乙βと辱の関県はい、ｊｊ式
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∂戸左一汝める筝ぶ出禾るのご≒Ｚ戸及び｀Ｍ荻知れば以ｔの々う

に（ｊツｙＧヽｊｊ）式によって邸∧瓦算趾ずる事ぶ趾末る．
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る印ぼ（ｊヽめ（ｊヽａ２）（ｊ・ク・）式によって求める駈が敗采る訳

でヽあるボ、これは非略に煩斑７ヽヽあり、政空管の特社曲紋によっ

乙亥必た方ぶ一躾のＣ靫賭暇呑じ同城．よリエ退となるでヽあう
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は乙ＢＡｃ・は＝一斑でヽある．更に卵力で与えられるｋＡＤ．ＡＢ

の比ぶ宍斑之れる雁になるのでヽ乙ＢＦＣぶ斑まり一最べ出刀貞、

Ｂぱ直殲ＦＥド或、、、はその延長上にーある参になる・ヽ政で゛以£のや
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動尽症線或は８点ぷり算出芝゛る紅唇と仮見旨旅路点Ａの啄

£比較し、両右戻一致するまで動桐、亘叔坂交による計算ｔｔ絞を．

行と／ヽヽ究局的に動限症腺ぶ沢支乞ｙいゐ．尚正碓にぱ、Ｚμぷ、リ

り＆求める（ヽタヽぶ丿式に於乙ｊｇ・区仮史－史とし７Ξ二刄ヽ艶局

的にはＢ点に於けるみ・・ヽピよリ軋り出とれる多－ぶ坂免也るｊｘ

と一致レ１ｒければ｀政ら晒駈は勿諭・ｔ｀ある．

¶－・．．ｊｋ・・・・．・■．．’・・－・・一一ｋ－－＆’．鞠－－・¨－－ｊｒ・●・・－●－・が
勺

｀３‘６’ＩＦ．Ｖｉ－２（Ａ－）に

ミ → ～ ・ ． ＿

・６’１り．５‘Ｚ㈹１°ふす’司持ｌｊｉｌ°’；＝遠右’対４

今よ贈戸白白十年琵ｙ

ｊ
－
／｀ｆ

一色｀

り’

”ミミミー・－－＝・・－・・・～』１・‥－

＿／‥

／４・こと£血

μ゛Ｓ£゛Ｆ

ｌｑ

とｃｒｆ膏へ
ノ十．．りー＾Ｌｐ

／■＾５－が百

１・＝旦吐こ

Ｑ・“゜句

（／ｒｓ－か）゛
い一呼十

４１’Ｚ／・Ｑ・４々泌え戌暴一吹コベ，レの心ダタ外政４

Ｃ，ｊタンタコリ‘よ７－戈ヽ々

ＭＦ４∠‘リ４

らいＺ咤沈え呪刄り一決虎疋
ミｒＳ－心－〃Ｗ－●．－ミ．．ミミ～．．．．＿＝～．、＝＿¬．ミ●

－

’ － ふ ー ＆ 一 哺 ・ － － ４ － ・ Ｓ － ． － ． ■ ・ Ｊ ． ■

－

ｊ

卜

ｊ

－

ぺ



． ・ ぺ ； ； ”

・ ・ １

・ ｒ ・ ４ ・ Ｊ 丿 ● ・ ● に

″
・
一
ｌ
ｄ

―
Ｆ
１
４
１
１
１
￥
“
！
Φ
ｒ
‐
Ｉ
Ｉ
ｒ
一

卜ぷふ

｜．≒↓ｒ・ｊ・

し二ト

レム∠

；

１・・・ｆ．・・

１‥・・・｀７

ドム十土

∩十千

・・－４〃・７が・・・＝ｓ●

１ご、

；．、１：．

ト丿子

ｒｌｉ－－‘レＴ△

レ寸∵

レ

ドＴ

１
４
ｊ
ｌ
－
１

－
四
一
－
ｊ
ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ

● 喝 Ｗ － － － ｍ ”

－ ｄ ・ － － － ● ・ － －

ａ ＝ ４ 〃 、 ． 甲 ． Ｉ ～

－＞・●

・７
１
１
１
・
～
・
―
Ｉ
Ｉ
、

● ｆ ｔ ・ ７ ｒ ｒ － － ￥

ｉ ｌ ｌ

Ｓ ｌ ｊ

ｔ ． ， ↓

９ ● ・ ・ ÷ ｉ

ｒ ・ ●

―
１
１
１
１

２Ｄｉ＞

１゛－ヽ……“・７１‘Ｉ”・‘Ｉ‘‾’‾

ｆ
Ｉ
一
一
ｒ
Ｉ
『
Ｉ
・
Ｉ

Ｌ．－、－．ｆ一肖●

｝－・・・

１－Ｉ・・１－

！．．ｊ・．．、

ｇ Ｗ － － 一 一

－ ・ 丁 ・ 二 Ｊ ● ￥ 一 一

レノ

●ノｙ．

ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｊ

１

● ・ － 一 之

ふ

・Ｚ

ｊ

－ｉ〃－一心

１
１
１

一
Ｉ
Ｉ
！
ｌ

←
え

ｋ －

恥

㎜－’・－’－ミミミ”←・〃・・”・●Ｉ．Ｉ・、｜・・¶”一一一一一一’ヴ‾‾‾ニ～・・－゛－‾”・’・・ｉ・・・●・・一一ＩＩ．・ｌ；｜・』↓．●・１・・’Ｓ．・ヽ”１・ＩＩＪを
上上〈ノー・－ｌ………ズー一－－・．入∧∧∠〕レヤ………⊃〉ツ＼レ∧∧し７〉∠；………ニ子ゾトビ土∧ノ

：

÷一一

・・・Ｉ・ｒ●●．・ゝＩ・．●ｒｌｌｌ●ｔ●ｄ“：゛｀・２・・Ｉ゛｀゛Ｉ・・？’・．一一．Ｉ．ｌ●●“’“ｒ．●ＩＩ・●●●ぐ●・●－．●Ｉ－ｄｌ・・一一Ｉ．・．・’や”¶・・・Ｆ・
＼＼卜………１＝ｊＦ；｀、ｌｌ｀ｊ二６し〉く＼▽∧∧：∧レノ＼ニブ＼＼］∧△レ＼＼

．１１．１４１●一一ｌ＿■㎜■●Ｉ●｜・ｄ．・｜●．ｊ１・ｒ．÷・．．＿．．‥．、．．．、．‥３。．＿…………………………．、．一……．‥．．、‥．、－．．、－．．、‥．－……－………．…．
く

………７ノｌｊ＝．‘Ｊ＝こ．＝７．１ｊｊｊ
・・¶÷．｜．、．１一一１１、一一●；、ゝ４－．・、１ｉ。．一一・１・・ｊ・

二∧∧∧…
…

＼ノ…

…ｊゾだＴｙヤ＼＼こ／Ｆよ＝４ｊ９≒しわよと頷半∧ニ＼－……じ＝ｊペニーニ：１

ノヶエ＼＼…………１＝！ｊｌｊ≠こタ外・ノゲゲｊ∧∧…………ｌｊ万ニ丿十ケ二千〉ノ

ニム、；．ノ：ノ；、．八し‥うｊｙｌぺ丿万ト

｜

：ぺ：ノごヅ▽．、ｔｌ・し……ｔンｙ
万‘’∧１７゛‾ＴＴ／｀∇万卜丁″づ帥芦①＼……＼……＝ｊ……＝卜＼ン

Ｉ

：ト∧∧ぐ………▽フ］７……］……：Ｔ

……ニ…………………………………‥

レブ

…………………‥
レ与∧二１……

．

互：二ｊ∧ノ＼＼＼ｊ、ノ

ユ

⊃レニレ∧］

…

…∧∧∧＼．上〉レ☆
Ｉ、
ｊｊｊ

〉瓦よ∧∧］百万∧………ｌ
．
ｊ！１万ｊ£１１ｊｌ・

Ｉ

∠＼｜……
…

…

し
∧レ∧十、…

…
‘ＩＪＩ‘．

’：：ツ・１：’

ＩＺＩ：χ１・ひ‥ニ午ドー－

ＩＩ・ｉ。・：

｜卜・－，！

／∂

ｒ。
ｊ
Ｉ
Ｉ
４
Ｊ
Ｌ
一
一

一
１
１
４
１
Ｆ
Ｉ

－ － ・ Ｊ

同 ・ 』 ． ・ Ｉ ． ． ¶ ・ ． １

・ ・ １ ・ ｊ １

● ● ｉ

・ ・ ・ － ｊ － ６ ・ い ｔ － ● ・ ・ ●

～・ａ．．、ミｌ¶●

→

←－－－¶●■●・

一
一
、
ｉ

窓

―
Ｉ
Ｓ
『
・

← ｒ － ・ ＝ “ ｚ

・ ● Ｊ ・ 〃 ・ － ・

９
Ｆ
Ｉ
Φ
１
１
１
１
４

ｆ
ｆ
『

・ ミ ・ ● ●

・ － － ’ － ● ｒ ４

－ ｙ 丿

－ － ■ ・ ■ ・ Ｉ

ＳｃＴ

４ 心 ６

－ － ¶ ¶ ¶

Ｊ
４
－
４
１
１

・ ミ ー Ｗ 〃

１
１
！
―

・ ふ ー ● ・ － Ｆ

ヽ － １ 一 一 ● ・ ・ － ● － ・ － ・

－ 還 ¶ ■ ｊ Ｗ －

● ゜ ミ 丁 Ｉ ゛ ｀ ・ ゛

４
１
一
１
１
１
１

φ ・

―
－
Ｉ
Ｉ
￥
１
１
ｊ
ｌ
ｒ

Ｉ － Φ ● ・ － － ・ ￥ 一

● 一 一 －

¶ －

－
１
１
１
１
１
１
１
１
１‘

一

● ． 、 － ● － ・ － － ｌ ｓ

１ ’ ・

｜

１

、 ・ 一 一

０。１り・

⇔ ，

－

ｄ ・ ’

∂ｊ３べ゛

ＯＪＺ＼

む，〕

１），「

烏

ｊ ■ 四 ． ● － ｊ － － － － ㎜

９２）

／・４７

－ － ■ － ㎜ ■

－ → Ｓ ふ ・ ■ ｊ

女

ｊ
咽
Ｉ
！
ｉ
ｉ
１
１

９０

Ｗ ＝ ● ＝ － ・ Ｆ － ・ ’ ・ ・ ・ φ 〃 － ・ ＝ ・

警 ¶ － ・ ■ ． ・ ・ ａ ａ ａ ・ － ・ － ・

‾ ＝ ・ ● ・ ● ← ｊ ・ ● ’ 〃 ● ・ ・

・

１

１

↓

ｌ

ｌｉ●・・

｀ゝミ「・●・・・¶

１・ＩＩ

㎜■｜・●・
－・・・・Ｆ－●・％・¶・・－しー・

１すく

＝．

ン
、

」

……

／

で

犬

ソ

ごふしてト‘″・。・ｔｉｊ・２嫉・卯⊃▽

＼◇ト＼い∧；……ｉｌ－１．１ｆ：ｊ、｀

①→し⊃∧≒Ｊム白Ｌ。＝２∧ノイ〉上

∧士＼レ蝉ｉ
……レ……１ｙ、Ｊ

１

万万

（∧上シｊ吃こふ３以上レ

＼∧△上４戸し◇７Ｊｉｊｌ一一ソ

・、、４、、・；－；Ｉ・゛‘１１’

レ：ノ＝

〉テサプソ］Ｔ

レ

＼………く卜丁ｉＪ／

－ － 一 一 伸 一 や － Ｗ － ㎜ ■ －

一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 ・ － 一 一 一 一 一 一 一 一

・

ｉ

；

ｆ

・

ｆ

自

１

ｒ

｜ ¨

ｉ

１

一 一 －Ｗ ’ － － － ㎜ － － ・ ” ¶ タ

ぶ一一一一←７ｔ一一¬一一－－一一－－・－一一７七

゛

１

１



●

－

－

－

ＣＪ’．ｄ’結び｀

高屈双発電域を高悶政進への電源ｋずる嘔＆、発電滅の血歩

鋳に界磁方式の改良にぶ、りその以が亀圧ヽは政厨・１ンビーダンベ

の於イ巳に対じ乙内部インピーダ｀ンヌ、の影唇を隷って一斑に派巨

れ得るやうになって延り、ヌ暇減収ポ低ｔぺのでヽお刻ｓこも胞一当辺

鋳究願芝れ、員荷状児・読み取る事ぶ｀以来る．

一力倶空管包励発振器はその坂貳ボ非なに断単な属に、入型

聶茫管の血ラヒ．央に諏＜鸚周双進入に凧と、、られるやらに訟っと

ぶヽ政荷、インピーダンス、（２）蛮化ど宍にその勁但基点慨、は貢荷直

貳ボ移動するので、却っ乙一駁の乙級増巾器より解明の困難ぶ｀

ある．加ど）るに高順放計測器の不癩にぷ、り多くの男合、計器は

Ｅ戸ヽ与ヽ陪豆蔵の直充部分ｃ限られ・昌脛衣回諮に於ける頁

荷状況ＣＺ）把雄ボ困霞である．

本．草に於乙ほ筒斯（２）加娠藍行に伴う斉荷インピ一ダヽンスの藻

化に対応ずる聶空．旨必資栂直線（；り求め力を政見しと．ニれｔこよ

って発振竃恐．或ば以が啄の移り滴りを知る衆力で峨糸る．

ス発裁回路・の延弧は、皮爾具勉管二貝荷の粗格）ｙ戚瞳庵に

より沢必らるべきも必でヽ、才／章、ヤ２草はこれらの判斑に基

卒を．与えるものである．ト

（ぶ３）
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第４章誘尊加烋に於けゐ熱伝導い

倅導加烋に於ては丈の発然澱は蔵加恙体ぢ床の外層部に渦変叔ｔ乙：

して発生し、加うるに被力口然体の脚気巡行に抒って発然領域晟びヽｉ薄し

位体慨毎秒当りの発煕量ヽも炭化する事、第／章～第了章に示しだ

如くである、

高周次焼入に於ける熱抵導としては既に、その発熱層が非帚に萍

いとして発玖源は筏加熱球の外表面に集中していると仮定に或は

外層卯のえめられた曾内に唇状内部発熱とし礼は平仮について発

熱Ｓ伐が指靫画数豹に分布ゼニる場を寄について解参されているが、

丈の与える温漑分布は扁沢敢の選足に昌オる冷蔵及び｀高周洩電源の

影響が厄分満され。なしヽのでヽ。あ閃涙焼）ヽ、に於ける温度分布としては

場をによコて非常に不乞分である。

第／章の扱夜が見守されるとすると、加然コイルの端子電圧が一

定であれば｀毎秒きりの見黙量密度は蔵紺悠体外表面の温贋が滋吸既

態点に進するまでは漸ぺ増大レ而る息は漸減する。又その浹少の

程及は周流数が高い昆、コイ｝レと被加然床の空際が大なる農大どな

る。電泥及成莽ポ梗用され、ｙの一ｘ感尋電圧が一夜に保たれる時

には加然コイルと被徊銃床の交阻に：対して電流双成呑及びりーＫ線

の満喫ノｆンダジタン又櫃当分皇陳が加味せられる。尚又ごれらの登

際とりと仮定せる班想的姪件の下疋ヽはを熱量密或は減少ヽでしないで一

曳となる。

沢に被加熱体内に於ける発然量分布き第／章に示せる如く、加銑

の進行に伴って大さく哀肥するが外表面が獄気双態たに達したち、

磁気漑態層が電嵐の等価潜透深友£に崖するまでの間は特異であ

り、高周涙絶入の吃〉、硬化唇に影響寸る吟大なるものぶある。

ごい

発最深は第／章蜀ヽ瓦羨也る気力の等価疹透深双ムだけにｍＭｉＬ．．

。ての毎砂発燃量密々ぱ最外表面のω。包以ぶＪ惚一七分布古屋・Ｊ

という仮定と設け、ゴの仮定の下に△及びω、ｌを。游玖岑に設↓た。１・て

（タｊ）



温哉分布之検討する。

な。／円柱材の加然’

Ｒ嶮，殖－／に示寸如き外蚤心

内吝尺２なる中空無隈長円筒状

敏加熱体に於て，半釜尺ｚより

尺。’なる層に単位体積当り毎秒

ａノ嵯呵らど・ｓ）ａｔ－５発然源が存

在するとする。被加熱材の密度

入（ｙで糾ｙ之比熱ごＣ呵憚・沁。

た伝導率入（呵ら，・・ｔ・ｓｊ），温良

上伝厚率民（ｃリド）…－・－Ｋ＝多紀

゛‥…‥１こＪリ半蚤７ヽ・ト乙）なる丸

７恰．４に／

に於けゐ温次∂ＣＧ）を与える基礎微分Ｔ方程、式色作成すると、

卒十十ｊｙＴか、器＝煙烏匹Ｔ＾Ｋｏ

＝∂ 尺ユ≦７｀丘尺１

ヽ‥‥師．／う

防．／し）式を減算子化レ発熱層及び蓉そた部に於ける温戻及び初

期温度之大々⑥ｚ，⑥２’＆／Ｏ，Ｑｓｏとすれぱ
�（Ｒ）！ｌｌ頑），Ｐ〆でｘ．＿ω。Ｐ

７戸唾７万‾‾て⑧／ニ“万一で

首・十者尹一妥（孔＝二者ら

（ダ．２ｙ式之解くと

緋
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一 一 一 一 － 防．コ）

（＆＝悩ナｃ＾（ｒ）｝ＪｏＵＭｒ）十佃十乙肺）卜疸丿晋砂

包＝削十らび和心晋ん）り瓦ｆＧ帥丿以丿礦糾

哲１ヽ）－Ｃ，（禎＝町ぽ十声聊）叩（ｊ戸り力○。
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心＝二聊かｙ㈲に鉦聊尚緋％厄㈹七郷剛席谷辿心｜

＋匹八万ピレ心っ々う八郷紳……

］

が＝μ襄ら・どづ√ｊｌ：脳タルム侵：Ｒ，．

いい）辻には初期温度條件ふ。＆。が合まれて居らず、又拶。ダ）

式にぱ発熱取に関する皿、が含まれて呑ない。而して削い式｀の

回），賎丿吼は（び．幻式の参与蘭分ｋ収７賦の樹球る聊冷詮に分趣妹るから．

脇／馬佃ぶ４０．ｇ）式゛）参与ずる加たによ・る温現分布ｇ（ダ。７・）式

に係る初期温戻分布ゐ％み。の平均乍と幸重ね兪ゼ：てまめ得る
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従って、先づし必。

求めるに、

几Ｋω。⑧
／フア ド

７ＣＫＣＯ。尺（吼ニフ可万一

＝∂ ＆。＝∂どルてお悪による温度分布之
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ｊ………
＾（Ｙ，（ｋ．交）八八ドよ足長（・４右卜甘よ［

’．●
（鉛ノ

－

、・１

４

●４－

－

ゝ － ミ



暮

卜

轟

。 ａ ●
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凡

て

／／；

（侃／勾

回臨）＋憂石μＪ｝

ｊ）孤丿伽浸μ（偏差）一球洵紬迢）｝

尺か∂尺：
－
ｙＫ・

ニ∧１づ酒石ら廟

Ｒ仏）こ工叫）ｙ叫貴卜ｙ臨汀拓史）

凡沁うニＪみん）乱尚史）づ臨）加飛）

削ダ）式は時間必の経逼と共に実質的に消滅する還浅項とも救す

べ二

工（ｊ。）Ｙ。（如憂）＝Ｊ，叫・｜：で）Ｙ，（ｄＬｎ）なる関根を用いると必及。叙

の過蔵頂にｔ等しい事が分る。

更に酋－＝∂の時θ，＝∂。＆＝∂としているから

加ぺ

ａ川

，）４，’ｆＥＱ元）ぷ｛ｒ５６ヌ，ｊ｝｝
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（非発熟部に於て）

従って（７な．／３）式の肩係により○．タｊ）式の∂，．らは次，り但．ｚ嶮・だ

てヽ表わされるりに統一されてーつの式でヽ示される亨にな．ミ．・

ニ（ぶ力
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い司祭レヂ訃（や）付言言言姻

刈ヽ凶ぶ恥レふ匹４壱）Ｕ ＠／○

印。／○式は勿論印。砂式の⑧に施寸逆裁換の方法によって導く

事ぜ，出来る。

次にω，＝∂とし，初期温庚を布弘，‰がＣ４く庫）式の錨果

でヽあるとして統一された∂。てヽ喪わされた場合について，ての平

珂化に於ける温麿分布之求めゐ。

ら＝許百万巾守可レど
臨見）頌，

緋廠ぶ（ｄｎｉ；）－Ｊ．（ｄ．）ＹＪｄぺ）Ｊ］

訃恥浸）阜蝸

＝友かこ＾（ｏｌｎ．Ｔ）｛Ｙ（ｏｌＪ以岫；灯匍即４）｝。－－‥－（４・，／ダ）

とすれば｀び。７）式は簡易化され，削０大万⑧い⑧よは次式゛に示

す⑧に統一・される。

⑧し沢）以心）－ｊ，（ｒＤｙ，（ｒ；）｝

＝一手碍回心ヽ匹）工‰心っお町砲）ｙ沢回丿声助少よ∧

－ｙ図片側以ｙぶひっ必りふ（’リ＼

‾手玉し（Ｋｏｙｙ．ｉＫｋ小以㈲かバ㈲）ｙ以⑤ｙＪ。（ｙ）Ｊ７ヽ・

－Ｊ；沢汀化嶮。匹的力〕以ワ‥－‥一一（４ｚ／ｚ）

び、／ぶ）式に逆及視を施七整理すると、

むよ財え否臨絹呻ム臨匍も的頑疆）卜々虹沁の

（９Ｏ）

Ｊ

Ｊ●

心

・
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申空無限長円筒状被勿烋冰左・

内面加烋ず場合に咸パ診・

（１－２．に示す如くその内鳶色

心．外墨之尺むとし／恥，よリ

尺，なる堵にω，が存在すると

すれば｀．ぐダ：一回式乃至び．／７）－

式は全く叉のまヽゝ通用出来る．

又／倣加烋体が無空の晟限

長戸Ｉ柾の場合にはてな，の式～

（び，／妁式に於て尺ユ＝クとす
７７多．びー．２

れぼ良い．従って初期温度分布左乙）とし、外芯尺．よリ尺、なる

層にω．の忠次と以了発．然澱が存在寸る時の温浅分布は．

∂＝ 賠トかお丿号へＥ（心優り畿鸞序臨司

レー…－．－（Ｖ．／ｓ＞）

但レ０くごは．、刀（幻ニ∂の第晩番目の正教であり、χダ

鸞畦寺略共）－Ｊ。叫，七）
Ｋをｚ以な工似Ｊ＿。叫・記

■ｒｉＲ，の商＝溺上こ二Ｊｉミヤ翌：「十百万蚤硲垂
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すればべ々．／Ｅ）式｀と可扱．

悩。＝ｓ雨十タ。亜叫。丁）仙飛）
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！甲乙

（？／丿
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以上を統合レて、発然層の巾

及び発然密庚が晟階的に友化す

る場合を夜討する．ｔ＾ｏに於

ける初胡温攻分布が鋏加熱休蚕

域に亘って∧防ち加こ黒関係に

０。、なる被加黙体に先ブ時刻石・

々で心－恥層に発熱忠戊毎秒

Ｊ／を以ざ加然し時刻丁・よ

り時刻几、の両は、らー則２ノ暫

にＪ２と以ざ、時刻几よリ几

Ｅ価・ダーＪ
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一口ｇクｉ－Ｔ，
づ冶一功径仙トこ万八価ま）

巴ｔ－Ｔ，
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心
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Ｅ恰．４－びに示す如き厚さが

改なる翫限に拡ボる平仮に於て、

七の一面に表面よリ△なる層に

単位体徴当り毎秒匹の発熱源

かな赳するとする．円柱の場合

と同様に発熱層及び非亮た層の
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初期温成左夫々ら。∂。とし涙算ふ化さ九だ淑成函数：£夫々⑧／。

⑧。とすれば｀

づ子一子⑧，＝二妥一子ら

壁芙寺（朕＝一子ら

汐・ヌ０封こ於て．
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∂

Ｔ
Ａ
ト
ユ

Ｚ＝必
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皿二
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↑
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ぶ

”
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万八箆務宍町乞㈲一収ダー尽っ４ｊフブ｀（゛ザ）、
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瓦≒√ぞ尽でありヽりＣ副はら収）の瓶晰置択と行ったもの

で・ある’。ダレ

先づ゛必。＝，２，函。＝∂と。して加怒に於ける温洩分布£求める

と，発熱層耳非発然層の温浅分布易。みは共に次のａで表わさ

れる。
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∂二了Ｆ じＨ・グエふ；弓矢で゛ぞ（／一戸芒）〕バー）
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然りｚニごタ・
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△ｋｓな）ｔ＝会し白白白紫テサ｝

……・（ダ・，２？）

次に古ニｒに於て加怒Ｅ申止レそのもの平均化に於ける温度

分布は、○・２幻式より必．．みバまみで示されるから．

⑧ぺ／妥〔詐－ｊ・＝友篭訟夕や㈲ふμ万一ｏ祠

＆左ぐび・２約式の如き結果として．

０ヽ元）
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とすればし（￥一バ）式の伍）之（￥・、９／）式｀に従（（辺曳扱き：施すと

∂＝
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発悪層の巾及び発熟思度が

段階的に炭化する場合ば，

７！；べ）に於ける温及脊布左蔵

ヵ口悪体全体に亘って必バ：－定）

とし時刻丁，まで△層に幼，

時．刻石～石の間は△ユ，層に
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∂
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熟す。る場合、瓦≦右≦石に於ける温度分布は次の如くな名。

∂＝乱けふ丁ナＳべＴ＾－Ｔ、）＋乱ひ一反）

…一一一一一良●、縦）

時刻乃／こて加怒を中止占だとすれば｀、その后の平均化は、

９－Ｂｏｏ寸Ｓ、Ｔ；ナ応伍匹じ）ナ乱（飛一７－Ｏ

竺バーふｒ＾－ｖ－－ＪＩ－゛、い－ｔ二刄
十Σし七乙゛十ぐ妬一応ｊ）どｙ十（沁ユーゐぶど゜４ナベ）ど≒ｇ
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娠。＝
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蛎聚に恭がゐ平扱２飛表飾よリ旭烋す．る場合はレ獄の厚さを２，２・

どすれぼ゛ｔのー面よリ扱の中爽まやの然侭尊にブいて（フ少２０式

平板の厚さが無限大の場合には、座標を７こな．びーよに示す如く

とり、印・２幻○りクＪ）式に於て毫一（ｘ）とすればし初期温洩と

＆。＝乙＆。＝θとして加たに

於ける温度分布は、
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Ｊ ４

｀
＼

の色

Ｃ幻

／

／

７ニ’ｙ．ｃ７＾．びーχ

一 一 － 一 一 － － － 一 一



参

”｀

心

・ 〃

（φお）式色書き天めると

③，＝優月子ご甘仰ｙ一価一三７’叫Ｊ

（吼＝妥升子ご等万万レご分呵

従って

Ｇ，＝冊〔ま白煙

－‥－一一叫・べ）

㈲づで煙）ト尚ヂデ（首）

Ａ匹衣

（ダ・、こ９ダ）式に於て

催ヅしｚ

なる場合には次の近似が出来る。

△十Ｚ万万
．２△＋Ｚ

卜万可百∇

衣証卜／
（△十幻２

と‾‾死Ｆ≒／

…一一‥‥‥‥一如、タダ）

．２△一Ｚ）ヽ面河享

サ尚
）≒／

ＣＡ－ｘ．ｙ
£‾マ７可‾≒／

紋に ごれらの並似が成：江する尤及ちの範囲については、

い首（薇百一片㈹

亀＝氷子心等）

けり

士

…‥－－－（￥・●蛸）

ｌ

ｊ

ｌ



次に前記無限厚の平板の一面がびノ・之以ぶＴ時同幼れざれた右

の平均化について検討するに、初期温茂捕件式ら。＆クの選択に

フいＴ（び、０ｊ）式｀包耳いる事は出米ない。何故ならば｀匯仰）式は

表面趨榜の温澱会布の迎似であプて、一見して明かな如くｔ→（χ）

の時。必ク→―ｏｏの如く昆実と全く罠った様相之呈する。斯様に：

〇・四２）式を初昨

温度採種式として

採用するには煩雑

な手数と要する．

従ってこぺで別途

の方法により平均

化の温廃分布式を

まめゐ．

被加黙体内の一

莫尤に於け・る温覆

水｀び・、タｙノ式で・表

現さえる課程£辿

フてＴ時間加熱さ

れたとして．その

Ｔ ∂

戸争；ダーク

右

時間一温農曲線がＥｚｙ．μ－７に示される曲線０）で表わされ

るとする。右＝びに於て瞬関的にカロ熱と中断レ、更めて同一加熱

條件で加熱之継紀したとすると温度ば曲線ぐ／ｙの如く、上昇すくる概

校加熱体の温及蚕布は加怒による岳のと平均化によるものと分偏

出来、こ液が重ね合せられた、＆ので必ゐから、曲線（／ｙで示きれ

る温度は右＝∂より斑めてむロたされるどした温度曲線（戈）で示さ

れる温度と、曲線削）で加熱された必の家占＝∂で和熟停止、し

た平均化の温蔵曲線（ｙ）で示される温攬との勣である。従って曲

線に）で示されゐ平均化の温洩分布は（４ｚ・Ｊｙ）弐によリスの如く

表わす争が出来る。

（９ぶ丿

－

－

Ｊ４

嶋

∧∂／

／ぐ２）
／

／
／

／

／

／／

一´でＴ／タダ’

／ｚ一´

１ｘ’ｚ
－－－－一一一・一一

／．仙）

々り／

／
／

／
／゛（ミ３）

ノ‘／，

”ノ／／



４

”

－

－

卵卦尚）・尚卜‰（翁〔

∧侑≒づ紆嶮恍仏説鯛乱よ紆

寸〔刺々賠〕やらト縦毎（諾）

一首≒侑訃音ト）Ξ聯（べ／笥）
－－－－－‥ぐ４ｚ・￥／）

ら＝介〔聯㈲（希汗水洽古斗ブベ貢帽

バ営悩レ隨論）万言ト四と‾嶮謹印ご贈

寸（手泳借）一氷始ト皆臨贈胆

∧参臨（詣トÅ白丿族長Ξサ）
……－（ダ・ｇ，ニｚ）

故１亡ひ／・ヽ汐Ｊ）式に係る近似が｀成立する範田では、初期温茂條件攻

を次の（、４．心、え）式の如くとり

ら＝賠（浪斤－そぎ）

９２．０＝介（倍斤等）

平妁化の血痕分布式は

∂＝呉＝一良．

＝子分（匹一肩
Ｃタ？Ｊ

ｙ
ト
ト
Ｌ
ｙ
ト
丿

叫健）

し．皿）－ － － 一 一 一 一 一 一 一 一

－ － 一 一 － 一 一 一 一 －



（’ｔｌ．－ら∠￥Ｌ）式に於て。ノ万

一亡≧Ｔ，……

になると

ａこＪｌｏ万一△Ｔ∂ア（ｒＣイ元又ずＦ・……・

単位表面積当りの入力呪＝司。△であるから

６，→Ｉ⊇ＷｃＴム’
‾（Ｔｃ佃し，ぼ

（で４・片）

印叱）

叫び力

加熟柿件であ・るω．及△が帛収的に．友化する場合には、加熱に

岡しては印・Ｊｊ）式｀．平均化に対と、ては図・４ｚ／）イダ．μ）㈹、べ、は

適宜￥れらの近以式を利用して加愁及平均化の温度分布£夫々に

ついて鞍立に計算レでの徳果と加え合はせれぼ窟、く、印・コズ）式

或に印・、幻で）○・斗）えと同一手法により算出出来ぶ．

ダ・ｊ高周浹焼入に於ける・加熱

高周浹焼入に関係する誘導加熟の恕獄導どして、前節に於ては

申空月筒、黒望円在、平板寿を対霖とせる烋伝葵について大観レ

たが、これらを高周波焼入に於ける力口悪に適用する場合、被加熟

材之蔵の如く単紀北して考察と誼めた方が次利である。
・
！

川・．

高周波焼入の日的とする表面謨化層が蔵焼入材の寸法に比

して溥い場合は。加熟による熱影響が必要現化層の比装的近

傍／こ止りｌ瓢らざる呉合は加怒の熟影響が微焼入材全休に及

ぶものとする。

円筒形被焼入材はその厚さによって、男親或は平板の加熱

を以芦逍似ゼ丿・めヽ微焼入持はすでて昌枝汽平板を以芦代表

せし泌る。ご｀’‘

以上の裡（に）項は．被ね烋格を．枇端面を老慮する、必要のない駄取

厚平観に遊以して取畿うか、或は円柱の中心部又・は平板の他端面
●いｊ

乞考慮せるそのものと乙・て取扱うかに帰着する．この事は一方・、ニ

Ｕｏｏり゛

参

心

”

，－

一 一 － 一 一 一 一 一 一

－ － 一 一 － － － 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 －



・

ｊ

－

”

力［Ｊ黙時間及び被力口然捗の寸汰に係る問題であ７て、温良分布式を

実際に意用する場合、大剔して鐙渡瑕だけを考慮すれば゛良いか或い

は過度頂は荒視してよいかになる。侃フて完了これど決定すゐ力口

れ時問及被加熟体の寸法の関係から検討する。

加烋電力の宏度及び｀深反が一良なる場合の阿柱及平択の熱伝導

か沁／ｙ）ズ及爆・Ｊ）試｀は。ニ

証づ贈

として商易把するど

円椛び＝し鷺万）

恥副

右十Ｍし）－Σ動。

尚宍首上紆ド匹百や百仙石

二百がプド２７｀≒否々百一句・毫

平板混＝会七十Ｍ（丈）一旦否２７ｔ

Ｍ（ｘ）＝亀肩斗毀斗一首｝

＝刊今西万円

＆・がり

ド≧尺，

７｀‘≦尺／

（ダ・わ）

ズ．≦△

え≧△

（い回．）０，如）式は時間右と共に消減する皿双貝Σ｜脳或｀は

ｏｏｎ＝ｉＶ●

Σ否，包含右が時間とか大となれぼ混ぱ右の一次式でヽ誼似さ

れる．従‘フて力と横軸ノ混芭縦徊にとワて表わゼ：ぼ脳バｘ－ｒに

示す如くなゐ．図に於てとフん彫，∂４ｙ／１／ヘー－－－一等の曲線は半蚤ｒ＝

Ｒ。，Ｒル‥ぶ｀吼μ尤＝のうく／グ‥‘１こ対する温慶之示す曲線群，

・ぬ月んろ卜鳥レ‥一一は夫々前記曲痛群め漸近茂であ勺，ご淋ら

はすべて平行直線群とな，る’任忿半灸ｒべ，は．杜意；筑覆ヱに於ける

時同一温屋の漸底線について

（／∂／Ｊ

－ － － 一 一 － － 一 一

Ｗ － － － － － － － － －

一 一 － － 一 一 － 一 一



‥－一一砂●刎）

一・ｔ月桂の中ｌヒ部

ｙこク．或に£平板に

対しては発熱面の

反対ヽ面尤＝洙に

於ける温度曲線と

ＯＡｎＡ’Ｔｖと乙・．笑

の酎芝線ノ１‰メフ乱と

時間葡との欠点左

友ら時刻応４に

於ける各位置の温

泉画数Ｚ乙から４ク．
辱嘔－ｙ

／４ノ。”－－－Ａルであるとすれば｀、曲線０ＡｎＡｎは時刻名４以後急選

に直線／１乱ン１‰に接迎する。従って近似的には時刻ぬむ以后は温

度分布に開する逼渡項は実質上洪滅したと見倣ず事が出来名。か

かる意味に於けるｊ。を鼻出す名に、トニ

月鹿り一賜）な＋７町Ｃｏ：）＝０

六平玖価，な＋Ｎ（ｃＣ）＝・∂

ｊ；リ．た之求めれば｀

ト４／乙≒高

坏板．ム＝忌Ｆ（／

（尺・ヰ尺，と＆てＪ）

畜）ニ

濤

あ ｉ

． 、 ａ ● 、

ぺ

Ｖ
～
～
Ａ
ｗ
～
～
－
＼

（……（ダ．我）

ぐな・立ｊ）ガのムはくｙ即ｊリφ以）式尽於け名過蔵環のＪ邨で鸞０

句ま゛ｙ・（２円馨≒）の指教ｇ見合わ七る岑ヽそ″）計算上に有力

な基準左ぷえ：るものでもある。

ｊ］

・

・

・

．

・

・

・

・

・．

・

席

一一－一一－－－－－－一－－－－－－一一一一一一一一

．

�

／友

Ｉ

″

二

回

∧二者でト



どダ・ｊｊ）．

， 泰

－

・

”

小さな戦力％ＫｃＯｏを以ざ比較的尚温泉まで加熱を要求される

場合には、ＺＺの植が大なる奈力ヽぐ必要どなるのでヽ．そのような時／こ

ば加熱詩間もば瓢分八より大になる事が生ずる．即ち比瓶的ふ

電力で比．較的寸法のふさい即１加熱する場合の温蔵分布式は．

円樅ｚｚ＝（／一石）い・ノ｀ｙひｌ）わ百

平板叱＝普ｔ＋Ａ／（ｘ．）

で与えられ。例えば｀

ωク及∂が与えられ
７

てＺＺがびの如く決

定されると、７Ｅ少ぶ々

に示す如ぐ所要加然

時間右ボガめられる。

ス加熱詩間者が与え

られると２ぶが求まり、

碩。。∂の一方£与

えると互に他が決定

出来る。黛に亡〉右、ｚ．

なる。任意時刻に於け

る蔵加然体内の温度

…－－Ｃｆ．・ｇが

わ蚕（？一会）＞・－－－－－くｙ．Ｊｒ．・）’

μ

Ｇ葡

ｙ

？

ズ

→－

→‘

ｇ。

∂

ゐ
△

凡分．びーア

α
応

分布ば７Ｅｉ．。４ｚ－？に示す如く、発熱層、非発熱部共に略々拠物

線状であ。る。（円技の場合は扱釧こは拠物線でない。）尚表面と

中’りの漑度左夫々ゐ％ヽ∂ｃとする’とヽその温度希は・

円柱
ＣＯ．Ｒｊ・ｊＲ。

ゐ‾∂ｃ°ｒｅ－２．Ｋふｙて

、呪

一一７２λ尺

平板匈－∂ｃ＝ｊ５と・ぴー△）

（／クＳ）

Ｔ
し
ｒ
Ｌ
ノ

Ｉ
ｘｌ

χ１Ｊｌ

ｌ－

∩∧

－一一
χ［

Ｉχざ．１

｜脳１

１１

ｌ

｜１

１１

ＩＴ＼｜

‥ － 一 一 一 一 ‥



印・ｊ－３ン式｀／こ於て迅＝ωｙ△であい表面と中心の温度差は単位

表面積当リの入力が｀大きい程丿被加熱休め寸汰が大なる程、ヌ熱

楓導率は小さい程レ犬となる苧が分る。上

加熱電力か大で短時間に表面附近が所要温屋に到崖するよう

な場合にはぺ熱影響は電が訊涙附近の蜀部に限定されゐ挙が容易

に猫足され、Ｒｙ．び－ｙについべこれと熹れば≒ｔくｔ４．な岩範

圓の現象どなる．

円柱の外蚤島或は平板

の厚さ必ぶ｀非常に大きい

時には（四百）式冰近似

的に適用出床るが、然ら

ざる場合についてぱその

適服について一考世ねぼ

ならないよイ・ｚ・幻．）式は

誕包用乙ヽて表わすと．

江＝首百二－二回ミｙざ‘

ふ往仔罷

これらの関紙は４、‘メーノ・１）

に私す如く拠物線で表わ

さ拓、ての凛点の座標は

＼宛熱層にフいては（余／

回ぎ刀非発熱部に２Ｋノノ＾Ｆ－ｆＧｔ＾－ｉ

対するものば（づ回し，一半

でヽある。一方、被加恙抹

が円桂の場合には大略。

△〉４２、かｇ／なる関振が

ないとその表一面温友曲葬

１

贈
弓

∂

θ

ド
ー
～
作

Ｆ今．び－ｚ／

Ｊ

－

φ４

∧

ｘプブ

ノ＼

’
｜

八

，

▽７

右
ケ

吋㈲

妬爪）ｔヤｊｊμ゛’゛ん

ヤダブ’ソ

／タ＿卜占

Ｆ卵バー／・



参

・

～

の漸近線が石と前記拠物線との次か式実在しない．被加烋体

が平沢の場合には．その表面温度曲掬の漸近涙５こ囮はすべて最

限厚平板の表面温度爾探でヽある前記拠物線とヌ点吝持っが．、丸ヤ、

文生ずゐ時仙よ先の現渥頂が消滅ずる時刻仙よりも大である．．

鉉でヽ七＜ｈでヽあって、ｔの熟伝葬式の過汝頂乞無視出来ない

場合の表面層肘近の時間一温度お線につき、円挑の曲率い

板の厚み等包加味せる抒正之施す為に：Ｒｙ．．４どー／／に示寸如く、こ

の曲線収被加懲休の表面温次の漸誼線片辺に於ける時刻占４の

碓かとレ無限厚平板の表面温度曲線ｃあゐ拠物部の頂点軒鍋

を護ゐ拠物原で表わさ；れると仮定し、茄干の修正と加えると、ｒｌ

桂ぺ声板包短時間加然する際の為熟層附近の温度分布式として次

式と得る。∧。

土

報珂

平板

ヤ

碩七浪宍ぷ勣ＩＩ声

ぬづ］宍戸・記デミ］）礪一今斤

友，＝ 普（尚づ妬一瘤ぎ

臨＝診汗を俯好一ベト

右く百……（ダがｊ）

ｉく妥（・ぷ）

－・－－－－－べ：￥一ｊｔ）

高周次焼入の賎際よに適阿出来る場合が多い以上、の温双分布式

にづいて今有ダ尺或｀は芳治収怠分にふさいとして検討すると．

し発熱層内では表面包負焦とする拠物線状に温成は下降レ、非

発熱部では直線的に減匁する。而して非発熱部に於ける温戻勾
少十

蒔乙は、ご、

（μ・が）

目

であるから、単位表面積当リの入力が大きい饅温度勾毘は大と

なる。

表面と発然、非発熱邸の境界（ｘ＝△）の温度差ぼ分売・ａ

、．ｒタタ）

－ － － － － 一 － － － － －



Ｉ
Ｉ

となるので、単位表面扱当リの入力が大きい程、又電力の窓辺

深・夜の大なる程、この温夜道は大きい。

焼Ｘ戌化層が牡力深次より大なるやき加熱、（一敗にこの場合

が多い）に於てレ表面温葵及び非発熱部の温、裁勾配之一定乙し

θ
応

６

μ２） ズ

∂

７診．びー／２

て、異なる周波数即ち爽な。る電力深浅之以Ｊね熱する場合の焼

入獄化層の差£検討するに、例えば・％－■り乙－／μ匍に於て・△ｚな

る悒力深戻で加熱する時の温幾分布曲線色、４／／△ユで加熱する

時のそれ竃／１２とし、表面温度∂。£同一として∂ｚ以上、の温

”

～

－

度の部分が焼入康£されゐものとするとごｔ発無部に於ける３、４

友勾配が同一なる為には単位表面積当リの入力電力皿、が両着

に於て等ししヽ事が必要であ・るから、各焼入硬化層尤わ乙の荒

は次の如くなる。

４－ズ・バｊ（△。－△，）犬‾－－…－

焼入政化層の差は電力深度の菱の半脊であ・る事が分名。

価亘）

ヌかく・タ）如く表面温凍及ぴ非発熟部の温、度勾配之同一とする嗇

（／どアｊＪ

：：

ズ／芦１，１

←・－一心１

（／□Ｍ４）

´叫

，皿）

ど○尤



ぶ

・

４

左條件に．異なる周洩数｀（？加然包むう場合．￥の加加；時期の荒

を検討するに、例えぼ７で參．びー／．ｚはｎこ於て鴻なる屎鞭合布包

生ぜ、レ右名周涙数によ乃・加熱時間をＴ／．Ａｏ＾な．る温友分布包

胞どしむ名周波数による加熟時間之７ｉとすれば．

－
但づ７八ぶト（△，－△，） …（ダ●９）

ｉＶ買なる周原軟之用いて加熱する場合を比較するのに、焼入硬

・ｊ．．ゝ●ｔ
叱層包同－とむ戻に非俗黙郭の温洩勾配と目－とする條極之付

”ヽ－゛一丿へ

けると、例えば｀下毎￥一／２（りに示すよ・うに周為飲玉器用いて

加熱ナる時の温度分布を町、周波軟糾を塀フてす奉時のそれ

之ねとい∂／以上の温ヽ度部脊ぶ．稗入曜栴さ払乱とす弔とヽ

各場合の表面温度∂・／％み２の差ぱ／〉‥‥‥‥‥‥Ｊ‘ｔフレ丿

θ。／一θ。よ＝そ二ａ．
．．八・二－’－Ｕ・４７）

■ｒｊ●｀Ｆゝ

Ｉｌｉ●
この差ぱ単位表爾積当り入力｀Ｗ。によっては；担当大きな４茫とな

■㎜■ｊＩＩ●
．●●

るので、沈入哭施上には表面の是烋、誰融等をφたらす争にな

り、表倣温度を同一に世‘る時の焼Ｘ硬化ノ賢９孝眼（ダすクじ）宍声に

・示だ尨る如く水であロて必、同一硬化層参得４為にぱ表面温夜

・．Ｉ■㎜．・４●－ｒ’．１●ＩＩＩ

に有当大なる羨が発生すゐ事になゐ’．＼＼▽

高凋波焼入の加熱課程に於ては察／章で詳止したやく、加熱寵力

ま虞及び電ガの参透深度が大巾に友化する。瓶ゝる瘍合に対応する

正雁な計算式｀は（みｚｚ）ガベ片（ｙ・お）（ｙＪ）式ヽ（ヽ既に与末ら弗Ｉて

居るが、滋でば悛の実用的な面より再倹討を加友る。

先づ加熱式に於ける逼渡項之考慮する必要のない場合から芳察£

進めるに、ある一足な電が恒度ω。を基準：として、最初時刻丁、ま？

‘ｎｉｔＯｏ．ＩＳ．に時刻乙までμｚ匹、－……の如く加慾し、各加熱時

に於け。る発熱層の厚さを決々（尺。一心）、（決。一烏八－－－－－とする。

各弛熟時間（７；－○べ７１一石ｊ）、一一‥一一が亘渡項色無現す引こ足る

苑分の大ささであれはべぐの時間―温度の喝振は７Ｆ：φ。び－／３ｌこニ

（／夕刀



示す次うな屈折蔵馬ッｂｊ２．’‘゛’‾

の如くなり、これを数式で．

表わせば≒例えず／ｙぐじ尺ノｙ）

がぐμ・／０式で与えられる

として．

Ｔ、≧亡＞∂

Ｕ，＝－ｎ．，Ｕ－殆古・十瓦，吋（子尺，）

Ｔ＾ｋｔ〉石

乙こ奴ト百ｊＴけ心１長勤玉）

十冗２Ｍ（‘ｒ．Ｒ≪）．

況

ん

び

？辱．なーノ’３

この李は（ｒｙ－２幻遡よりも明らかであるがづ欠の如く£考えら

れる。即ち。乙≧古＞石に於ては、亡＝万の温友分布Ｃ妬佩＝

ｘ、（、ｊ一石：）ＴＩ十八、Ｍ（ｒ．、Ｋｙ）の平均化畝乙ω。による加晟と£

掛忿考えなけれ１ざならないが、平均化の過渡双は加悪に於計る過

戌貝と同根な課紙で７済失するので、るｚ々尺ｚユであれば｀、これら

の消失時刻必略々同じになる．かく£／（同様な手沢色感返す事に

より．≒

乍≧右＞与－／に於ては．

吟７畷／ノ孫）Ｔ，ヤ乙くシー脊）（Ｔｋ一功←・）栄一受）（ｔ一刄八）

十μ１，Ｍ（７；良い：－

・被徊烋体が｀平板の時い

＼４戸濁音７俗を会ぐ７ｉ一割）ナー‘－－

ｊ－ｉ－－－－一価詞

１辱々ニぴ一万一丿）ｊ伽Ａ／砲乍）

－－－－…但一ぶ／）

ぴφＪ．０。ぶ／ｊズよリ注意さる㈹きはよ被加熱体内に於けゐ温、裁

を軋釧之／ご表面と中心の温皮等は最終の節加斟牛のＭ（＞：Ｒ／ｆ）、

摩

－

４

－ ４

／Ｋ

ツ４●ｚ＿－一一一一一一

ル
レご丁゛犬

ドｉ／
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／
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了；一石φ



・

－

４

ル

ちはＷ住．△１・）によって礁足される事である．高周政焼入の加慕

の一旗的機向はヽバｉ＞ｎユ＞…゛－＞ｘｙ七あるボヽこのような場合

には表面と中、巴の温度差が次第に少くなゐ事が分る．

次に加然時間が鋏加烋冰の寸法に比して短時間であって、｀くの

温澱み布式が（び・ゆ）式てヽふえられる場合、．前の直牌式の時と；同

様、一危電力廓度臨及び電力刄屎△之基準にして、最初時刻丁、

までｎｉｕ）。、元衣る

夫々患戻及び深浅で加ぴ

れし、次に時刻五まで

ｎ＾ｃＡ）ｏ、会で‥”｀

時刻丁１までが２１．Ｊ’り

毎＼で加恙するとす

るとヽ尺／が可片応・がた

脊大きい場合には、

石≧亡＞∂

固／
へ

／／／．

／（２＞
，／２‘－・

ＩＸ

１

１

１

１

１

／－

Ｘ
Ｎ

＼
タ

／／

∂

ｉ／

＿＿Ｊ＿＿＿＿
乃

戸毎．４ｚ一片

を２．ｂ．ｉ―＿ｘ・｛匹諾｝－
弟／ニア石畏石一ユＫ

‰＝昔者斤一首子

φ
／／／

／
゛゛（／タ

Ｚ≦

ズ≧

△
－
７ｔ／

△

５ｉフ

占

７ｉ≧Ｚ；ふ７７なる時間に於ては、電力のｉ農及び深度が夫々心ａ）。、

会左以犬加然されゐ温度分布ピ、ｚ乙ｚ．び／２の加熱停止に伴う平

均化の温度分布之重ね合わ世た必のが実際の屁庚分布と示す訳でヽ

あるが、Ｄ・仰）式之導いたど全く同級に、これ之求める事が出

末る。即ち、Ｒｙ．なー／４乙に於て、曲庶ｒ／ｊ）をぬ／之加熱曲線ヒむ、

曲線（／ｙ包での平応化曲蔵、？ねωり会による加熟考息乞μ）’

とすれば∵曳際の加熟曲線（２）は（Ｉ）’と（ｊ、の蔵わす既及の和と

ｒノクタり

・

ｊ



なる．故に、

会や友＼

了寂回モ司加充分小さい範田のズ及ひ－７；．）

にっいては○・叫）式．（：２ｙに対してはくｒ￥・如Ｏ

により・．

匹 ≧か〉刀

Ｕ：，ｌ＝

に対しては、、（／ｙ

式亡利用する争

七言聯～Ａｊｔ－Ｔｌ）づ旅心・づ斗
”

＝脊骨ふ（脊白首在＝ミ恍回レ。ペ。

＾＾；＾２＝士分√こ壮一女川柚千史子‥二凡才

同轍な平順により瑶≧ｔ＞万一／／こ対しては

ｚ仙＝豪語万一優一迫）訃価千僕一白浪石二万一

く霧ト交・）ム：七之蓋よ怖－／碑石ヌ石ニ｀フＦ７－２Ｋ

写－／くぴ゛｀あ゛゛｀らー・声刀万手ダＦ（／一子乎つとすると、

恥孚倍司奇心㈲ドｌ）べ脊受匹。－‥ニ－

十＼べ皐ー奇）ｙ介匹宍洽：上：ら‘ｊＪ）‘

ら勺賠石〔奇→・士けこ妥ル洽‐奇ル←二

被参熱体が例えば月銃の場合、￥の曲皐を方慮・こ入れるとトぐφダ砂

式より、（いぶ２ｊ）式に相当するぶのとして

”・ゝ・「



ク
内

４

－

●

－

勿＝普ベ奇・絹優一受か→磯子一諾）祠

エづべ元年女隔器居奇）・・－

，≒首べ奇行宍戸

ひμ）式に於ける奇，ｊ：，－－－－一等は第７章に示世る如く．枝用

周政教．加悠二ｒｊル．被加無体の温度分布等で支配されるが，笏

準とじての電力の漫透深友△之配に採るヒ，焼入硬化層が嘔

以上になるような場合には全加然時間むに比して丁Ｉ．Ｔ３＾．の加

然の初簸に於ける区分時間は非常に短いのでバ昆度蚕布は略々最

終妁な辿烋廠件（での時の電力忠洩乞臨とす九ぼｊ）子と必に

よって更炭る事になる．

尚高周波焼入は大別

して足置賭入波と移動

血統焼入誠に二分され

か。而しべ走置焼入汰

に於け名忿黙の・温浅分

布は前記に従ってその

時間一温度搾性はｊ診
・・－

４４－／ｔに辰す如く拠物

線城似曲涼となるが・、、

移動焼入誠に於て１よ被

∂

Ｆ今．４－／ヽｓ‘

亡

・虎入体が加熱コ、イルの内に入る以前に既に加熱コ．ｆルの磁次、タ）影

晋と被加熱卵より軸方向の悠伝導£碇ける為、温贋上昇曲線は当

初に於て辱．びー／ぐの移勣沈入曲成に示す如き蹟侵な上秤の榎向

之有する．そか２ｚ乍ら時間的には加熱コｊル内に於ける紺然時町

に比して笈時間であり、熱的にも小量であ‘る力ヽら、一斂的．には焼

入法の娘何に拘らず高周波焼入の加熟としては唐の然影響が宛然

（／／イノ・’し．

彰多弟７｀／

ぶ゛



層の尨［榜にえる限り、温戻は略々加燃時関の平カ根に比例１、て上

昇すると偕えて差支之ない。ご

￥・学十結び

水章に於ては当初に記包る如く、埓の誘導加熟に於て被加熱体

之発熱層と非発然部に分け、珊に発熱層に俯ける電力包友ぱ々の

位置の如何に拘らず一足と乙、被加怒球の形状の枚汲として円報

ぺ声板き採フた。曳の結凩之一括するど沢の如くなる。十

し円在及び｀平板の温戻分布式ば発熱層、非宛蒸部を間わず、剖

えば凋両形にフいてぱぐらｚ・／ダ）式、平板にフいてはイダ・２功式

の如く単一式｀で’表わされ、

に従っ又加甦将止かの平均也課程に於ける温双分布ふ印・／力誠｀

ばぱびりえ）式｀の如さ崩単な形式｀で表現される事を明ヵヽにレ、

に策に短時間忿然の基礎と音、る厚さが無限大なる平板にフき、

加熱及び加熱停止廊の平均化／こ於ける温凛分布を解折した。゛

ｉｖ．以よ包高周涙焼入に於ける加熱に応用する際、温厩分布ズの

遜波攻消滅時間と茂徊然体の寸汰との関係に於て導入し．

Ｖ、加然時肩が逼浪蔵消滅時間より長い場合には温度上昇曲線が

時服について直線的であり、。又被加熱墟方／の温澱分あは略々、拠

物線状である事を。示した。．

Ｖに次に加烋時鳶が遇浅頂湾滅時間より短い場合には、温度は路。

時間の子方根に比例して上昇する事を示し、叉被加な体内の温

或分布ぱ。発熱層に於ては拠物線状。非発熱部では。直線妁なる争

之胴かにした。

剔以よを高周波焼Ｘの弐際にフいて、亮熱層の厚さが周る場亀

図れざ焼入尿化層の厚こに及ぼ｀す影響、或は長面漏度に及ぼす

影響寺について検討に高河流鋤入に於ける周波：数選良上に一

つの目安と与え、

Ｖｉｉ最辰に高周波焼入の加熱上、必だ的な加熱遺行に伴う発飢層

の厚さ及び｀貿力創戌の庶化に対する温双分布だの取扱い、並に

（／μＪ

寿

－

●



４、

・，

●

ての衣形式と導出レ最終加熱憚件がその温攻分布に最び強い

影・響左及ぼ｀す事と明かにした。レ

実際の高斑波焼入に於ては加熱コイ、レは有限長であリ。蔵加烋琢

の端部も位々多様な形状包有ずるので、恂熱・コイルの趨部に於け

る被加然休の加熱部と。ま加慾部の境界、或は塙町の温戌分布｜よ複

推であるぶしこれらについては加熱コｄルに選宜な加工をｌ施して

対爽琶らねなければ｀ならない。これらの部分と除いて憾無限長、

又は無限な拡がりを持つと仮定して、り差支えないのでヽ、太章の温

浪・分布式｜辻え介在応用範厦、を持つものと信ずる。

Ｕ／３）



箇５章｀高周次焼入に於ける冷却／

高師涙焼入は一瓶に誘導加熱による表匈加熱ビ∠戈れに引胱いて

行われる冷却課程よりなる。而レて焼入という最終目的よりすれぼ

冷却は超熱と同級、或ばそれ以上の重順次阪階であるが、叔冷却面・

と冷去Ｔｒ液胞互間の熟授吸に関する現象が複趣である為、￥の軟式的

取扱いは非常に困雄で・ある。従フて古永の会体加熱による焼入法に

に於ける冷却について古簡年々数値を口耳妥どし・て多く£経験に攬フ

て居リ、これと数式的に取扱う場合は被冷却面と冷却液問の熱挺進

率、（。４Ｊを一足とにて計耶するか、或は（心之無限大とむ、て叔冷却面

は冷却閑地と。同時に冷却液の温度になるものどして、冷却課程の温

庚分布と熱挺導率（λ）のみによって算出する岑相き大農把改版

定が孫らｊｔているｙＸ高阿武焼入の冷却についても放焼へ面と冷組

液問の抑対だ伝進率削・（倣Ｏ左こ迩といて、更に励期温貪條件

とむて被お弟林内の温戻分布と柚物蘇状とむて解折された例はある

ボ、前記と司様、叔定・こ於け。る吟味に必ず七ふ茫分と云、えない点が｀

ヽ多く、ス導出された温戊分布式心爽用性に乏い．ｕ

高周政廸入は二瓶に収面カロ熱であるから、その冷却課程は古来の

‘全体幼廼に於け。る冷却とは異リ、従って古来の冷却に関する経験、

資料左そのまヽｓ適用する事は出来ない。以上に鑑み水章に於引よ加

熟による温宸上昇が被娩入体、の漱面附首に限定をえている場合の冷

却にっき解蝉する。

ぷ・／冷却に関する仮定

静λせる焼入用冷却弐中に加燃せる鋼柱之涙讃すると、ぐの表

面部の時局‾選炭の冷却曲線破Ｆ爆寸‾へ／こ示す如く‾敵にｊ戻

陪に区分される。ヽこの冷却曲線ぱ冷却液の温度、沸点、蒸気圧、

気叱読等々の趙住質及び翻材戒爾の状態にぷ影響さ允るが√寅に

冷却液を花井或は噴射する等の倣制対流の影響も大きく、例えば｀‘

静止液の冷却酎線左尺ｊ、ｔ－／の工江皿とすぷ時。ごれ左指畔ｙ

（がμノヽ

－、

・

●

４ｙ



４

－

する時には蒸気膜駁階Ｉ’は

報縮さ九、沸騰無階江及び

対流収階皿の勾配会若干急

啖になり、工工’皿’のヤ

く示されＳ争が知られてい

る。焼．ｘ政の冷却能とルて

鋼持表のど焼入液罷の價付

熱伝達率屍侈、）色採ると、

これら・の影響は第ミ表比据

ぐる如くである。一一

釘対然試こ

逸率梶は熱以生年吠ど熟辰

θ

∂

Ｆ？・ぶー／

Ｚ

導キλの比で文義さオレ

２晟油ｉ＜（Ｍ、・ごｊ）食塩水

鋼粉及び冷却剤が静止の場合．２か、・晒肘心、、．ｊ、鳶２、２－２、ｆ約寸

－
冷却剤は静止レ

田上∧激しく勁か占だ場合－μ⌒－．２、ｊｊ・～が約／、タ

冷却液と激べ痙伴力積組だ延合－．２汝べらｚパーヽ、カバー

一一一一一一一一

毎ユ表
日水鉄鋼協会（鋼ｊ）熱処理と作業樗準）

いるのに対い高遠浅の詞材視面と冷知液間の吠Ｉについては測走

資料ボ非常に乏しい．焼ｘ液の冷却特性左檜対的に知る為に銀貳

を冷却して或、る温度蜃爾に於ける冷耳逓次と求める測良は．比較的

簡単な為に屡々行われるが、鋼持と肝いて怨温宸に於け．る丈色測

炭辻る資料は皆知こ近く、それに近いものビして石原康正氏（ト．
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ヨタ救訳、笏ぶ巻、タ右頁、

昭２ｙ茸うによる電解蕪左

瓦片ビし適当な撹伴を与

えた測使計算結烈震大略与・

ターコに示すような撹向と

示している。

高周阪焼入に於ける冷却

は多くの場合噴射手限左用

い、冷却液は水或は水の職

似夜が挟われる。而して噴

対冷却の居合には前記蒸気

瓶攻階は若しく畷路される

吠

｀Ｆ爆右’・一二ｚ

∂

占のと考えられ、懲伝埋率貳は対流叛賠の聊始まで・は表面温裁の

下降と共に増大する。従って茲に次の如き冷却に既する計算上の

仮定を汲走する。。
―
―

冷却開始より対流巻階の開始までヽの期間に於ける冷却につい

てはレ被冷却’面に於ける温辰勾配£一定とする。即ち被冷却体

内の瓜祇の尿ガを冷却面にとると、

（、殼・友
４

÷ぶ∂ニ妥∇‾’゛‾’デ良

・
－

但し、、同式で温凛則ま．冷却液の温洩包基準と凡て∂にとってあ

り、ＸＱは蔵冷却面単位表面畿よリ毎秒奪取される息量に價当

十る．．．＼

．対流我晴間始息は相対．熟伝遂率凡左一良とする、

寸・２初期にｊ於ける冷却式

荊節の仮足に従って冷却初期の凪度分布はレ死力訪太といこ厚

さが晟限大である平板視町よ丿毎秒単位表面積当リＱ回臨、０ぐ；

な名一促愁量ｙ流出す名場合を羞えれぼよい。従って、辱才－、３

に示すように冷却Ｔ表面之座標の原点に送べば九つ

↓

，．ｆ
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叔し、Ｋは温友伝尊率、

＿λ＾～ｃｃ

ごれを演算ぷ化して解くと

司諧温戻を∂として、

⑥＝寸評球（

け・／）式に逆及換を施すと、

Ｑ←

∂

＆ｙ，ターヽタ

（寸・１）

ヤー妥し礪作ど畷回毎（訪い俯二づり）
に・２）式に於て〉

ズミ
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なる範田を．條件として近似を行之｜ま｀
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冷却初餅に於けＬる温成分知れ加熱停止后の平均牝の温戻分布式

とけ・ヱ）ヌ・衣古４）式いロえ合わ也て求められるノ

尚、この冷琴課程に於て流出烋曼ａが階限的に友化する場合

には。前章、タ撒に記したと全く阿竟に、例えぼ最初のＴ秒間の戈出

熟量左ａ／とし、次いでヅａ。に友化したどすゐ時／こは、／

タ＝一刀葺石’〔晋一１一子子牛ｔ牛卜咎 （ｙ・Ｏ

寸・∂訂凋’次焼入に於ける冷却．

前青に於けゐ初期冷却の計算は敏冷卸表面温成が対流戻階明地

温政θ尚に進すゐ庖の遊用に止め、瓶匈温、筑が∂ｚ・ａに迄するま
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でヽの時間をＴとする。

一方叔冷却体内の温度分布ビレて○心）式色若干修正レて（

同式に於ける境界面丈＝△の屁宸勾配之同－とレらは指政函

教的に次少するとした。）冷却開始の初期温現柄

∂
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∂
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でぷえられ、且前記初期冷却明聞Ｔぶ非常に短時間であってその

平均化之．無複出．求るとすればしせ流阪階閣始の初期温度椴件式は、

例えば｀、に４）式之採用して＞△＞２Ｖ冨行の場合にぽｔ＾．
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のルく表わされる．Ｔ・が非常に短時間の場合にはこの初期温友分

。布と以置遅算を行えば浪い訳でヽある力ぐ、こ、ではこれ左簡単化し

て７恰．ｔ－びぼ）に示す如き二層区分゛｀近似しヽ初期温度條件式

之次式の如べ表わす。
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なる時には
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フマり
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屈乱手六峰゛“－Ｊ価硝
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女卜女（匹一灸）一昔｝戸゛）と誓づ
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に亀）式のら。から餉６ヽな如く

魯／０式の條件ぼＤがふさい事皐意味するから禎冷却体の内部に

於ける温慶勾配が急啖な場合を意味レぐま・／７）式では反対に非常

に簸かなる事を意味する。

以上の煕伝導式に於ては載或θの基準として冷却液の温慶之乙）

としている。従フて哭際の温或は冷却液の温次が枕ｒ算されなけれ

づば｀ならな。い、賀にぐ、ぐ・ぷミ）。ひ・７）式でぷえられる初期温環條件式

・巾、－Ｂはズユ△に於ける初期浸現包示すものであるが、この△

ｙ及びＢに聞しては。必ずしも加熱の悠伝雄式に採用と九だ△に拘泥

、されず、に・め式のみ、。ら、が７１ｙ。ぐーなＧｊ）に示されるように

対泥玖晴間焙時の初期温肩分布に最か

である。ヌ初康冷却時間丁が大なる時には勿論加熱停止右。の・平均

万化課真の温度分布が加味されなけれぼならない。
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一敏に焼入に於ける冷却は、冷却液の特徒丿裁裡の程々に大さ

く左右’さ池るが、この他に叛焼．ｘ、体の寸汰に影響される。同一の

冷却沢を用い、同一程頂の撹裡を与えても、寸法が大になると表

面対近の冷却速度が遅くなり、廸さが入り規くなるどいわれてい

る。こぬ事は、例えば瞰焼入体吝月往升比した場合の温度分布式

は招対熱伝進率式を一疋として、次の如く、与えられるから

誘導加黙の場合、初期温度みご岨与斤ナぷ一岨≒とむｒ
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棋し尺。は円柱の半蚤、応及。、Ｔは丸々ヵＵ熱写要した表面

の級。

ＺＪ；ぱ：）－４．Ｒａぷ（ｚ）こ∂＼之府足する第μ，番目

Ｒ。の大きざによってΣ

大きい硯収欽は遅ぐな院

な。る級数の収軟程厘が定まり、尺。の

従って温庚降下・も遅くなぶ帯が薇炭、さ

’れる。。被焼入水を厚さの限定された平叙或は円柱形とすると、冷

却に於μる熱伝年式はカロ熱の場合ど同様に前記の如く無晟賤軟の

和の形で算出されるので、これを実際／こ適用世んとする時に不便

衣点が多い。本章に於ては前章の高周涙廸ｘに於ける加熱の項に

対応七て、黙影響が表面附近／こ限足される場合の冷却に関する温

■ｒ・●戻分布の近似式色導いたヽもので、対流嵐晴間他後は賂々時間の平

方根に反比例して；昆禽ぱ下降する事を明かにした。尚冷却に関Ｔナ
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る扱足呼、沸騰玖階に於てｊま奪取、される熱量を一良としたが、こ．

れが一炭とむてμ取扱い．が困斡な場合は冷却初期の温度分布式と．

して（な心で）．式の代りに、Ｇ・必式２碁坦す幻がよい．
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才白章 実施例

永章は希々慨∂高周式把Ｘに於ける加琲に対する棺足豹な火禁例

玄禾す七ので、被焙入材り加熱停止直前の満面罰廣扱ぷ濃Ｉ塾だけを

考胤辻る箆ぺ深廣にっ（ヽての突験並心計算左例禾する．被址λ材ば

円柱をとし鎗入は定温紀Ｘ惣戸肪徳入のそ方汰首准リ、嘔：力密庚

ｌで於で偕老は前老汐約２盾と以るやらにした．ノ

㈹、前記加熱だ｀け左右腕せる妃入旅次いまこの鴎合、高岡双忿λ

された視断面左馳硝酸で腐蝕した府に現庫れる戻応の沢朕を基準と

ｊわ七た．

の失験例剛）匹照焼入
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d..　ｌＥt＾加熟電力５　　ノａ･ぺｗ

　　　正味加鉄営々(2 7C肋気丿は次の好い廳汰滝に攻加熱

　体壇投入するカロリ一法により求めた．阿ち拙焼入材首府起

　頴舛に於て最初２沙．次にヨ秒　夙にろ秒加興して袱虻入斡

　に喫吠乞札た無量玄求めた所（スヨ回姥の平均値）

　　加黙誇向　　ど.之ご　　咲吹鸚量　ダタ- 2^>　μ乙Ｊ

　　　ク　　//　　　　Ｊことヽ　　　　　、　　〃　　　　／Ｊ．７　　　尺こＪ

　　　タ　　．．　　　　£４£Ｃ　　　　“　　　　ノ７●ダ　　　KCaI

　　　而して２秒以鮭はI-p i J^　ダト大体大々6 '■>^. S'ヨメ　に

　落付（、ていに故に最樗の２秒冑の平均ｔ力はが1 2/. ^ KW

Ｏ　官千３ａ￥ひである力ヽことの盾にぷへける電力は約／ク９万万盲

　る。乙ｚ）植ぱ焼入装置の能率々力ぐ約２ク％で悪（ヽべ、こ礼

　は加芦コ・4ルに対しｒ電流変成唇ﾉ八適当でなら事を意昧する。

己　焼入深庚・働３衣に併戴したが｀との央断面ぱ次゛戸ケ

　とー／（ｙj～Cへ）の畿ばし。
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３１計算に於てぱ賜反ぶｌ－△｀埴一鳶とし７芦る力ご、吏誇トは

大・わに変化するもの七｀、こめ加蒸初期の電力の鄙饗は無視と

れて４る．（これは当初初期駝が左影響左姶花して算出さ：札

たえ吠△に比して栢当大きかっ友既ぞあゐ状。Ｊ）レ

タレ計算式｀はｍ似応であって、本計算に於てぱ斑似の範吋、
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くと・・／｀庇若干虚脱しｔゐゐｂぬ力冷ゐ。

ぶ．央際卜於７ば、定崖焼λ例ｘ）場合１まぱ験庁ぶヽ加賂＝Ｌ・１几よ

リ非常ド長（：ヽので軸方向に鼎瓶導にＪる誤大力こある。

Ｘ．移敷延入に於てぱ加然コｊル通窟μ冷即されるまど時’

周に若〒千掬兎の頴向があるべ包である双しこ礼いよすべて

計算上鳶抱してゐろ．

ぶヽ漑面よりの輔射澗ば加然電方に比して非常にノトさＯの七｀無

バ視した○●■■

－
７．加熱中に於ヽける変態濯塾も同波ｉ７班坦さ託てゐる．

ぶ．水計算値Ｓよ基岸湿度ヒして室談溢∂としべ・ゐるから、庸の

温度は計算上、ゐ添友にこの湯合約２クｔれえたものぐぁる．
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高阿波婢Ｘのｒま｜ま漕酋て｀’も欣れたやらにｍ－＾ｉ’＼５（・力し蒔阿涙

矯λを施とれμ炉刺陪の冶蚕、釣、旅械的性格μ漸次明かにされ、そ

∂対置力で広く認識だれて昶未り単に汝ヽ炭埋入の安價尤£る代爪ｋ（：ら

考尤変屡次して芒れ独自の島用分野力ぐ固拓とれ始力た心よ比較抑最

重の李である．力卜る超荷・ぽ両周旅焼λ屈汁にも当だ単なる表皮硬

北ヒ異る鳶者棟瓦｀安兪される事ドμるがト従来ｃの種の麦畑としー（

必電体出力ｍＫ’Ｈ７．ｍｗｐ－．加熱・吃ぼ典空管ぞ暴爵Ｊ直流入力何｀ｆ

原蚊疸戻何゛タ：ｇｃ狼戻・りｔ）の力ぐ多く、児黎贋茨及発弗成に衰窟に

傲れたもがま吻果が｀ある．誇御加熱に於ｒは加典コバし、電流変成

器、きり胞の回路呉汁１心り入力＼’Ｈ．すゐ£味の加繋出かば大さく

変化するｙ）で、前記のやらな表現ぱ非常μト把宍的と・哨ほ拓目よ万、ら

力ひし、又一般性に≦をし即事になる．これを鄙せば征来高周沢沈入

ぱ経験に対ずる欣頼絃匁ご強くごごれ苫齢討ける宍瞑拍μ理論１７垂し

かった事玄禾すものぞある．し

以上’に鑑ぶ、素絹児ド於ｒぱ陶周浙焼〉四於ヽける蔡源ｋそれに片

心外伝溥に肉すゐ庶一個な印倫村け訂７つたも／）で、ごれを邸約寸

るｋ、奇／章～井ヨ皐に・つ（ヽｔは．犬
″
／

● ｉ

Ｚ ／

べ１１！祭層は加弟出てｒに畔ぷ層加オゐ力ご、猫既変態層ぶ｀吼流の冷
透深度島の久以上にμるど．ｊＺ２右さら大、きく超える串

はなく’。

、ぞ熱密廣は加熱コノりし／）印加電屡戻一烹ぞ｀あれば｀、加熱坦行

と鳶卜滅少しム磁昿変態層力ご前館島をμえた範聞で｀ば館ね一

定ｋ以る。

ぶ加熱コわしｔ折は電流奎成洛の戻用、鴬μ陥開波電敦の程規

。零しレ〉て変北の喪ふが武石力し陥呵状統入に於ける鮒允変成

惑の老之万戻ぶｃ電源として商丿司波発電機、誤空低自励公恨駅の

代｀浹的二例にっぐヽ七謝２．ヨ草ド詳庄した。
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／に鯖伝導に係る豆炭脊布崔１系脆立ぺ：ヽ

ドレ高周液燈入にき馬する聊用抑豆油、式芒游どし、乙れが疸用靴

圃玄加顛帥向反淀探他熱拙の寸法の肉扱に於て設定レ、

吟’加撚に於ける湿庚み布ば、加妨木期乃最終的加熱イ函牛に強く

支配される疹’右派し、

げ力口鳥及ａ゛冷却の湿荻は大／７、／万民ａヽヽンツ万に概略比例する

事雲明かにした。

叫’最前に旅把例により安蘇穏／フ選定に注怠すればこれなり算

式は宍翔的にた分有用なゐ事直聊証した。

最旧ピニ本研究ト対して綿始懇切なる栢鞭垣有賜７た林重憲歌塀

に対し深甚なる感謝の意を衣します。Ｘ、木研兇の遂行に対して公

私の剔なく御板助戴包ました有賀社長、藤田専務釧よじめしする向

周波路旅枕だ会社の名、痙、応既糾栄研究所山鎧館長絃の皆様ちに厚

く路謝／）窓を衣して消噺する、し
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